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●工法の軽量化と施工性のupが低

●多彩な仕上げで意匠性に

●ガーデニングが行え
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令こそ信頼と実績のパネコート

通気複合防水工法 BASE

駐車場専用l複合防水・床システム

三 、t零主“存工志
・建築物の軽量化

・施工工期の大幅短縮

■優れた防水性・耐摩耗性

■屋上スペースの有効利用

⑱ 
大型店舗・各種遊戯施設の

駐車場に…

佗

工法

一強靱さと、抜群の耐久性と、

美しい仕上りのダブル防水

■ふくれない

・はがれない

■やぶれない

・施工性が良い

・リフォームに最適です

営業本部 〒550-0004 大阪市西区靱本町 2丁目9-11 TEL (06) 6446-612]的
東京支店 〒140-0013 束京都品川区南大井3丁目34-3 TEL (03) 5763-103]的

新東洋合成株式會社 橿岡営業所〒810_0073福岡市中央区舞餡2丁目 8-22 TEL(092)715-136]的
工 場〒592-833] 堺市築港新町 3 丁 27 TEL (0722) 44-7631的

ホームページURLhttp:llwww1.sphere.ne.jp/shintoyo/ 
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4 
高信頼の防水層を

3位一体で構築
新しい防水技術と技能者の養成には、特に力を注いでいます。

① 良い材料…••……•

②マッチしたエ法…

●高い施工技術……

旭阻子株式会社

JIS A 6021 

JASS 8 

塗膜防水技能士

本 社 〒100-8405 東京都千代田区有楽町 1•1 2• 1 新有楽町ピル

〈発売元）

旭屑子コートァJドレヨコ株式会社
本社サラセーヌ営藁部

〒 104-0032 秦京都中央区八丁堀 2•23• I （エンバイヤピル）TEL.03(3297)034 I（代）

仙台営菓所 〒983-0852仙台市宮城野区擢岡4-2・8（テルウェル仙台ピル〉 TEL.022(299)6365 

名古屋営秦所 〒465-0025名古屋市名東区上社 4 ・ 1 2 5 TEL.052(703)1285 

大阪営業所 〒553-0001 大阪市揖島区濤老江5•2•2 （ 大拓ピ）'405 号 ） TEL. 06 (6453) 6401

九州営業所 〒812.0011 福岡市博多区情多駅前2•12•9 （第6グリーンピル） TEL.092(431)5154 

北濁道地区 〒060-0002 札幌市中央区北 2 条西 4•1 （ 北海道ビル ） TEL011(212)3878 

旭硝子株式会社札幌支店化学品諜

冒やiこ・曇
サラセーヌ ウレタン塗膜防水システム

●一般密着SD工法

歩行用Tカラー仕上げ

歩行用押えモルタル仕上げ

非歩行用Tシルパー仕上げ

●スポーツ床兼用HD工法

歩行用超厚塗りTカラー仕上げ
●通気・緩衝AV工法

歩行用Tカラー艶消し仕上げ

非歩行用Tシルパー仕上げ

AV脱気装置

●通気 ・緩衝AW工法

●一成分形密着SD工法

歩行用Tカラー仕上げ

●立上り部標準仕様

●建設省仕様相当X-1、X-2、X-3工法

サラセーヌ ウレタン／エポキシ塗り床システム

●一般ウレタン弾性塗り床SD工法

●スポーツ施設用ウレタン弾性塗り床HD工法

●一般エポキシ硬質塗り床SD工法

●エポキシ樹脂モルタル床HD工法

サラセーヌ 速硬化ウレタンシステム

●速硬化ウレタン塗膜防水SD-QCエ法

●速硬化ウレタン弾性塗り床S0-QF工法

●超速硬化ウレタン塗膜防水MU工法

●超速硬化ウレタン弾性塗り床MU工法

●超速硬化ウレタン弾性塗り床S手塗り

サラセーヌ駐車場床システム

●駐車場床AD工法

●ウレタン駐車場防水仕上げ

●エポキシ駐車場硬質床仕上げ

改質ウレタン型 ・速硬化性防水材

●ウレクイック

| 「サラセーヌ」のホームベージを開設しました。ぜひこ覧下さい。http:／／www.saracenu.co.jp/
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Juョ
ASAHI GLASS COMPANY 

つのエレメントに応える
建築用防水材…ti9たク’

施工がしやすい現場密着型の防水材「サラセーヌ」は、

旭硝子が誇るウレタンの材料技術、設計技術、

複合化技術、生産技術の結実から生まれた

レベルの高いウレタン塗膜防水材です。

旭罷子株式会社
本 社 〒100-8405東京都千代田区有楽町 1-12-1新有楽町ピル

〈発売元〉

旭罷子コートア叫ドレヨコ株式会社
本社サラセーヌ営業部
〒104-0032 東京都中央区八丁堀 2-23・l（エンパイヤピル） TEL. 03(3297)0341（代）

仙台営業所 〒983-0852仙台市宮城野区溜岡4-2-8（テルウェル仙台ピル）TEL.022(299) 6365 
名古屋営業所 〒465-0025名古屋市名東区上社 4 - 1 2 5 TEL. 052 (703) 1285 
大阪営業所 〒553-0001大阪市福島区海老江5-2-2（大柘ピル405号）TEL.06(6453)6401 
九州営業所 〒812-0011福岡市博多区博多駅前2-12-9（第6グリ ーンビル）TEL.092(431)5154
北海道地区 〒060-0002札幌市中央区北 2条西 4-1（北海道ピル ）TEL.011 (212)3878 

旭硝子株式会社 札 幌支店化学品課
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Coating of Roof 

ON NET 
「サラセーヌ」のホームベージを開設！！

http://www.saracenu.eo.jp/ 
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トーヨーソフランシール／ウレタン塗膜防水工法

通気緩衝二層防水

【ソフランSSR工法】
■ゴムシート＋ウレタン塗膜の2層防水。
■下地からの水分による膨れを防止。
■継目がなく、シームレスでカラフルな仕上がり。歩行仕様にも対応可能。
■下地の動きや、クラックに追従。L{

.>
ILL-11L1

—

［例］
SSA-UCエ法

TOYO 
Mobility& Amenity 

ソフランシール162

ソフランシール141

... 

ソフランプライマーU-015
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私はビルの名医です。
IO年螂を受けましょう。

．
 経済的な屋根防水

セビロ:,改修防水工法

＾ 
0• 

冒

ヽ
マ鳥エコ 総合防水材料メーカー

〇日新工業椋式会社E,1fi 
営業本部■103-0005東京都中央区日本橋久松町9-2 ffil3(5644)7211（代表）
ホームページアドレス■http://www.nisshinkogyo.eo.jp/
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既存防水層撤去不要

●
優
れ
た
施
工
性
で
、
あ
ら
ゆ
る
状
況
に
対
応
し
ま
す
。

マ
ル
チ
ボ
ー
ド
工
法
は、

超
速
硬
化
ウ
レ
タ
ン
吹
付
防
水
工
法

「リ
ム
ス
プ
レ
ー
」
及
び
F
R
P
防
水
工
法
「
リ
マ
ス
タ
ー
」

に
適
用
可
能
で
す
。

ま
た
、
防
水
下
地
を
簡
単
に、

か
つ
環
境
に
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
施
工
で
き
る
エ
法
で
す
。
特
に
ボ
ー
ド
の
張
り
方
や
方

向
性
に
は
制
約
が
あ
り
ま
せ
ん
。
現
場
に
応
じ
た
張
り
方
、

納
ま
り
を
設
計
し
て
下
さ
い
。

マルチボードエ法は、表面に特殊金属加工し

た難燃性イソシアヌレー ト硬質発泡ボードを下

地にアンカーで固定することによって、断熱性

を有する防水下地が商単に施工できます。既存

防水磨撤去による産業廃棄物の発生がほとんど

なく、環境に配慮した画期的な工法です。新築

の場合は「断熱防水工法」 として、 さらに改修

ではあらゆる下地に対応できます。

⑥三井東圧建設資材株式会社
本社／〒113-0034 東京都文京区湯島 3-39-10 （上野THビル）

大阪支店／ff06(6446) 3798 名古屋支店／ff052(232) 7568 

全
天
候
型
、＿ 
般
的
な
下
地
処
理
不
要
、
歩
行
可
能

も 03(3837) 5824 

札幌支店／合 011(233) 2080 

三
井
が
提
案
す
る
環
境
対
策
断
熱
防
水
工
法
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塗膜防水材料を屋上やベラソダまで圧送・自動混練咲るカプライジステム登場！

三星オルタック防水が代表する塗膜防水工法は、た〈さんの優れた特長をもっだ皇、上防水の主役です。

田島ルーフィングではさらに施工の効率化を促進するため「三星オルタック・サプライシステム」を開発。

作業員の負担軽減とエ期の短縮、清潔で質の高い施工を実現します。また塗装材料を二重のポリ袋に入れるな

ど廃材の減量化にも工夫。環境への負担も少なくしました。 ．．．．．． ＇三:m:オJレタックー
ツ＇フラインステ U

(0.S.S) 特許

・▽田島ルーフィング株式会社
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東京：〒101-8579東京紐千代田区岩本町3-11-3電話(03)5821-7721

電話(03)5821-7711
大阪 ：〒550-0003大阪市西区京町堀1-10-5 電話(06)6443-0431
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HAMATITER 
ウレタン防水材シリーズ《アーパンルーフ〉

URBAN 
ROOF 

＼ 

言 YOKOHAMA¥

あちらもこちらも、
アーバンルーフ
都市に林立するビル群。その屋上やベランダ、バルコニーには、雨からビル

を守る「防水材」が必要とされています。横浜ゴムは、わが国初のウレタン防

水材開発メーカーであり、このフィールドの草分け的な存在。長年にわたり、

時代の要請に応えた個性的な製品を送り続け、現在のウレタン防水材シリーズ

《アーバンルーフ》へと発展させてきました。

「ビルの機能や美観を長期間にわたって維持したい」「屋上などの有効活用を

図りたい」「改修工事を手早く済ませたい」…。近年、リフォーム意識の高ま

りとともに、建築物へのニーズはますます多様化しています。こうした背景の

もとで、 《アーバンルーフ》は、さまざまな用途に適応する、信頼性の高い製

品ラインアップの充実に努めてきました。性能、作業性、コストなどにそれぞ

れ特徴を持った製品をそろえ、さらに、豊富な副資材と組み合わせて、ベラン

ダ工法、通気緩衝工法、スポーツ対応工法はもちろん、建設省仕様に対応した

工法に至るまで、多彩な工法バリエーションを取りそろえています。

叢適な素材と霰適な工法の融合により、 《アーバンルーフ》は、都市建築の

新しいニーズに幅広く、きめ細かく対応します。

アーバンルーフC工法……………屋上・歩行用匿着工法

Bエ汽 ………ベラ戸コニー等密着工法

:']"'濡＼ …•屋這一工澄

式会社 ハマタイト販売部

神奈川県平塚市中原上宿900 TEL 0463-31-3119（直通）
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輝かしい人類の未来を見つめ日夜前進をつづけます

●ウレタン硬化剤

イハラキュアミンMT:3.3ージク ロロー4.4ー ジアミノ
ジフェニルメタン

イハラキュアミンML-100:イハラキュアミンMT35％溶液

（非反応性溶剤）

イハラキュアミンML-150:イハラキュアミンMT50％溶液

（非反応性溶剤）

イハラキュアミンML-520:イハラキュアミンMT50％溶液

（反応性溶剤）

イハラキュアミンML-530:イハラキュアミンMT50％溶液

（反応性溶剤）

CUA-4:トリメチレンピス（4-アミノペンゾエート）

TCDAM :2.2'3.3'ーテトラクロロ -4,4'ジアノジフェニル
メタン

キュアハード -MED 
4.4'ージアミノ-3,3'ージエチル-5,5'ージメチルジフェニルメタン

●ポレア Rシリーズ

ポリウレア系エラストマーシステム液

(SHORE HA 60度～H090度）

イ｝＼ラケミカJロエ票株式会社
東京都台東区池之端1-4-26（クミアイ化学工業ピル 4F) 

〒II 0-0008 TEL03-3822-5233 
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ご挨拶

日本ウレタン建材工業会

会長三浦慶政

会誌23号発刊に際し，関係省庁・学界 ・設計事務所及びゼネコンの皆様には当工業会と

ウレタン建材に対し深いご理解とご支援を賜り厚くお礼申し上げます。

お陰様を持ちまして当工業会は本年創立30周年を迎えることが出来ました。また，昨年

（平成10年度）のウレタン建材出荷量は過去最高の実績を上げることが出来ました。これ

も一重に皆様のご支援の賜物と深く感謝致しております。

現在の業界を取り巻く環境は，建築不況の中大変厳しい状態であります。しかしながら

改修工事の拡大という市場変化の中，改修工事に最適との評価を頂いているウレタン防水

材が出荷量を伸ばしております。今後もこの改修市場の拡大基調は続いていくものと思わ

れますので，ウレタン防水材にとっては比較的明るい展望が開かれているものと期待致し

ております。

しかし，ウレタン防水が改修分野でのみ満足していてはならないでしょう。

新築分野でも充分に評価される工法新築での採用実績拡大も我々にとって大きなテー

マであります。幸いにして新築分野においても中央官庁等で相次いで採用され，また民間

でもVE・LCCの視点からウレタンエ法が評価されつつあります。

今，建築業界は大きな変革期に直面致しております。建築需要の増加が期待できない市

場展望の中で， CO2発生量 ・建築産業廃棄物の低滅等，厳しく環境対応が求められ，また，

建物の長寿命化指向に伴う技術開発 ・LCCの低減など，課せられた課題は多くあります。

当然我々の業界もこの変化に対する対応が求められて来る訳でありますから，これらに

積極的に対処すべく会員各位と共に努力致して参る所存であります。

また，この変化に対する対応が充分出来ればウレタン建材の将来は極めて明るいものと

確信致しております。

今後とも関係各位の皆様のご支援とご指導を衷心よりお願い申し上げる次第であり ます。
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＂本ウレタン建材 I業会30周年に畜せて

ウレタン建材工業会の創立30周年を心からお祝い

申し上げます。この30年におけるウレタン防水の発

展には心からの敬意を表するものです。

30年前といえばアポロ11号が月面着陸に成功した

年です。人間の限りない可能性には驚嘆しましたが，

反面醤威でもありました。科学技術の進歩が人の知

恵を置き去りにした歴史を知るからです。

さて本題に入りましょう。

ウレタン防水の展望については，昨年の本誌で述

べましたので，本稿はそれを避けた話題を拾い，夢

想の世界へと迷ってみたいと思います。

1991年（平成 3)防水関係者の待望久しい社団法人

全国防水工事業協会が創立されました。国内体制も

整備され，大先輩であるアメリカ合衆国の全国ルー

フィング業者連合会 (NationalRoofing Contractors As-

sociation)との交流が始まりました。

1992年（平成4)12月， Dマイルズ三世NRCA会長

と副会長2名が初めて来日しました。新宿のプラザ

ホテルで全国防水工事業協会の歓迎懇親会が催され，

私もご招待を受けました。

驚かされたことは，彼らが帰国後機関誌に掲載し

た訪日報告書です。

「はるか地球の裏側にある東洋の日本を訪問し呵

長年閉ざされていた重い扉を初めてこじ開けること

ができた。それは1969年アポロ 11号のアームスト

ロング船長が，月面に人類初めての第 1歩を印した

に等しい快挙であった」

私は唖然として息を呑んだ。日米の防水技術交流

千葉工業大学教授

東京工業大学名誉教授

小池迪夫

はずっと以前にさかのぼるのです。 1964年（昭和39)

には， 日本から防水技術視察団がアメリカに派遣さ

れているし，私が論文招待に応じてASTM（アメリ

力材料学会）年次総会のシンポジウムで論文を発表

したのは1966年（昭和41)だったというのに・・・・・・。

2.塗膜防水材JISの改正
1988年（昭和63)の作業で，関係者の念願を込めて

「外壁用塗膜防水材」のJIS原案が作成されました。

しかし類似他業界の激しい反対陳情によって，思い

がけず，工業技術院の建築部会に付託すらされない

事態となってしまいました。

1996年（平成 8)，工技院のご配慮で，ISOの制度

にある標準情報TRA 0001「外壁塗膜防水材」が制定

されました。その期限が切れる今年をめざして，昨

1998年（平成10),JIS A 6021「屋根用塗膜防水材」の

改正に際し，名称を「建築用塗膜防水材」と改め外

壁用を含める原案を作成して，今春工技院へ提出し

ました。屋根用の性能規定については， ISOへの調

和以外の本質的な改正は行われていません。

10年前のこともあるので，現在はその去就を見守

っているところです。

3.補強布の効果とはー？

アスファルト防水の元祖とでもいえる工法に塗付

け防水があります。明治中期以降に採用されたエ法

ですが， 50％ぐらいの央雑物を含む天然アスファル

トの溶融施工で，屋根や地下外壁に10mm前後の厚さ

で用いられたそうです。地下外壁でも垂れない軟度

の温度で施工するとすれば，恐らく鰻塗りと思われ
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ます。しかし，補強布を挿入したという記録はあり

ません。

ところが， 1950年代中頃に登場した酢酸ビニル樹

脂エマルションの塗膜防水層には，当初から寒冷紗

のような補強布が用いられました。

塗り物の大先翡は漆塗りですが，お椀では縁に布

を張って補強するやり方もあるとか。また， 7世紀

に中国から導入された脱乾漆では，布を漆で張り重

ねる技法が用いられています。お椀では木地が薄い

縁のひび割れを防ぎ漆層への影響を抑える目的でし

ょう。脱乾漆では構造体として必要な強度を得るた

めの補強で，現在のFRPと同じ原理です。その両者

とも防水層の補強とは異なります。

大正末期から昭和初年(1923~1928)のどこかでア

メリカから木綿の網状アスファルトルーフィングが

輸入されました。当時防水工事は舶来材料の時代で，

国会議事堂にも使用されました。工事は1928年（昭

和3)から1932年（昭和 7)まで 7回に分けて行われ

ました。元来国産材料を用いる建設方針ではありま

したが，第 1回の防水工事には国産品がなく輸入品

が用いられたということです。

網状アスファルトルーフィングはアスファルトフ

ェルトやアスファルトルーフィングの間，またはそ

れを挟むように用いられたもので，溶融アスファル

卜塗りの上に敷き，さらにその上に溶融アスファル

トを塗り付けて水密的な層を形成しました。部分的

には溶融アスファルト塗膜防水層とも言えます。そ

の後，麻の製品も使用されましたが，私にはその意

図するところは想像の域を出ません。

(2)鉛直面や傾斜面への施工では 1回の塗布量を多

くできる。すなわち硬化前の垂れ防止効果がありま

す。

(3)液状物が硬化するとき収縮することが多い。そ

れは乾燥硬化，反応硬化に共通ですが， しかし，か

つては発泡するポリウレタンがあり，それは膨張し

ました。

補強材の網目の中で収縮するとすれば，網の繊維

に付着して硬化収縮力に耐えなければなりません。

紡糸であれば繊維の中に若干でも浸み込んで固定さ

れましょうが，モノフィラメントもしくはそれに近

い構造の繊維であれば，収縮応力に耐える固着力が

発揮されないこともあり得ます。その場合連続皮膜

が形成されたように見えても，容易に繊維と防水材

料が剥離してしまう恐れがあります。

2成分の反応途中で脆弱な物性を経過するアミン

硬化ウレタンゴム系材料では，織布の繊維間隔が小

さければ，その時期に作用する下地ムーブメントの

影響を軽減する効果があります。しかし，世上使用

されているメッシュ状補強材ではその効果は小さい

と思われます。

(4)材料の硬化後における補強布の効果についての

検討は十分でないようです。ガラス繊維であれば防

火上有利になるかもしれません。外壁防水材や超速

硬化ウレタンでは，施工上補強布の使用が困難なた

めもありますが，無補強で施工されても十分な防水

層になる材料物性を有しています。

ウレタン防水の主たる欠点の克服は，膨れ防止と

下地ムーブメントの影響緩和でした。

このような防水仕様は1950年代の終わり頃まで採

用されていたので，酢酸ビニル樹脂エマルショ ンの

塗布に際し，開目粗布の敷き込みは容易に発想され

たのでしょう。

かつて関係者の親楚（ひんしゅく） を買ったと思わ

れますが，塗膜防水に補強布などのシート物を併用

することは，塗膜防水の本質を捨てることだと論評

4 補強布の功罪 ぃ叫 したことがあります。でも，それが必要であれば別

補強布の効能については今まで何回も論じてきま のエ法と位置付けるべきとも言いました。

したが，もう少し分析的に検討しましょう。 塗膜防水は塗るだけで防水できるというキャッチ

(1)施工時に塗布量の目安になります。補強布の網 フレーズで登場したものです。それがシートとの併

目が見えなくなれば一定の塗布量が確保された，と 用で信頼性を獲得したことは，複合防水の前駆過程

いう施工管理上の効果があります。 と考えることができます。しかしそれでは塗膜防水
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ではないという立場もありましょう。

私はそのどちらも支持しますが，前者は複合防水

として着々と地歩を固めていますから，ここでは後

者の立場で先行きを考察してみましょう。

ウレタン防水のキー要素として導入された「通気

緩衝シート」の名称が示すように，防水層の下地処

理に期待する機能は，膨れ防止と下地ムーブメント

の緩和です。多分それは同一層で満足すると思われ

ますが，耐風性能確保のため下地への十分な接着力

が確保されなければなりません。

以下は，それを塗り物でできないかという，個人

的な夢想であります。

(1)塗り物の通気層をイメージしてみよう。通気性

を確保するために，独立気泡が壊れるほどの超高発

泡倍率を，必要接着強度を確保するために高強度の

材料で達成できないか。平均0.05mm厚に吹いて 1mm 

に発泡すれば50倍発泡だが，不可能であろうか。

(2)かつて静電気によって単繊維をコンクリート面

に垂直に植える工法がありましたが（いまでもある

かどうか知りません）， 1 mmぐらいの繊維を植えた

下処理はどうか。繊維を固定する接着剤は強度が大

きく伸びが小さい方がよい。さもないと接着剤層の

膨れが生じてしまいます。

(3)浅草に「雷おこし」という菓子があります。空

気の通りがよく剛性の高いしっかりした物性のもの

です。それと同じミクロ構造ができないものでしょ

うか。直径約0.2~0.3mm程度の単一粒度の粉末を少

量の超高強度バインダー，それは発泡状態でもよい

のですが，それで固めたら，下地への接着力と通気

性が確保できないものか。

さて，夢想はこれくらいにしましょう。

むすび

全ての革新は荒唐無稽な情念から始まります。私

の夢想がそのまますぐに実現するとは決して思いま

せんが，R&D担当者が頭の片隅にでも置いていれ

ば，やがて何らかの種にならぬとも限りません。そ

んな心算で批判を承知の上で愚案を披露してみまし

た。

ウレタン建材工業会が21世紀に向けて大いに発展

されることを祈って，小文を終わります。

中外商工株式会社
本 社 テ550-0004大阪市西区靱本町1-5-14 TEL06(6443)7321 FAX06(6443)4666 

東京支店 i'l 10-0015東京都台東区東上野3-22-1TEL03 (3834) 6241 FAX03 (3833) 3995 

東北支店 〒981-3111仙台市泉区松森字前田58-14 TEL022 (375) 5656 FAX022 (375) 9889 
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日木ウレタン建材工素会30周年に寄せ マ

能蜆定と梵征帖弟のOO講雰

「日本ウ レタン建材工業会」がその前身である「日

本ウレタン防水協会」の発足から30年を迎えられま

した事につき，心からお慶び申し上げます。

記憶が明確ではありませんが， 日本ウレタン防水

協会の発足の前後と思いますが，技術研修会が家の

光会館で開催され，何も分からない小生が塗膜防水

工事についてお話を申し上げました。その時の研修

テキスト（手書き，コピーの綴り冊子）が，数年前に

公務員宿舎暮らしから現在の住居へ引っ越した際に

出てきました。

内容は，塗膜防水材の種別と特徴，現場における

塗膜防水材の取扱，防水下地の管理要点，及び施工

上の留意点等々が，ごく基本的に教科書通りに書か

れていました。どうして小生をこの研修の講師に呼

んでいただいたのか記憶がありませんが，多分，故

千葉工業大学名誉教授 ・大島久次先生が，建設省の

監督課長をされていたことがあり，小生は入省時に

先生の面接を受けたことからだろうと思います。

その時に，建築工事監理業務の中で，防水工事は

重要なものであるが，誰もこの事に興味を示す者が

いない。「官庁営繕部の建築工事共通仕様書」は，

先導的なものであり，特に防水工事は，今後，実績

や問題点を適切に把握して，継続的にメンテしなが

ら作成する必要がある，と言われた事を覚えていま

す。

先生は，建設省の防水仕様に塗膜防水及びシー ト

防水を採り入れたいと考えていまして，塗膜防水を

部分的に「特記仕様」として，試行されていました。

しかし，結果は先生の期待通りではありませんで

（裕公共建築協会 調査第一部長

梧原幸八郎

した。その後，長い間建設省の仕様書には塗膜防

水は一人前として採り入れられませんでした。アス

ファルト防水，合成高分子ルーフィングシート防水

と同様に認知されたのは平成元年仕様書の改定から

です。

一方，建設省の仕様には採り入れられなかったも

のの， 他の機関等では改良が加えられ，使用される

ようになっていました。小生は，昭和43年，第10次

南極観測隊の建物にタールウレタンを用いた防水層

を施しましたが， 4年後の第14次南極観測隊員とし

て確認したその防水層は，さんざんな状況でした。

このとき， 自着陪付シー ト防水材を持って行ってい

たので，シートとウレタンの，いわゆる複合防水で

対処し，なんとか取り壊されるまで(20年間）濡水は

無かったようです。

その後，長い間建設省の仕様書作成に携わり，

貴工業会の技術委員会の皆様とは，ウレタン防水を

通じて御指導を頂きながら，現在のX-1, X-2 

及びx-3仕様の規定となりました，
現在，公共工事における標準的な防水仕様の検討

や， JASS8の検討が行われていますが，ウレタン

系防水の仕様は，社会的な動きや単価競争に走らず，

ウレタンゴムの持つ基本的な長所を考えて，ウレタ

ンゴムの得手の部分を最大限，活用する事が重要で

あると考えています。

話題を変えまして，防水を取り巻く動きについて

私見を述べるとともに，建築防水分野に関心のある

者として，現在から将来に向かって，どのような覚
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日木ウレクン建材工業会30周年に寄せ マ～

悟が必要なのかを 2つ述べさせて頂きます。

建築を取り巻く動向が国際化，情報化等々と急激

な変化が見られます。

一方では，少子高齢化に伴う生産力の低下や公共

工事おける透明性，公平性の確保及び国民へのアカ

ウンタビリティの向上が求められています。

国の財政の逼迫による，日本版PFI,規制の緩和

やコス ト削減等々，数えれば限りがありません。

官公庁の建築工事においても，品質が優れていれ

ば，自ずから納得した最良のものを選択する方向に

変化してきました。従来の価格のみの競争から技術

力を重視した競争へと移行しています。また，公共

工事における発注者として，元請，下請に対して効

率的な施工体制の確保を計るための関与も考えられ

ています（建設省，農林水産省，運輸省による発注

者責任懇談会）。

第 1として性能規定化についてでありますが，

『性能規定化』が確立する事によって，設計者と施工

者（専門専業者）が， より協調した，品質確保の手続

が必要となります。

•発注者と設計者

• 発注者と施工者（請負業者）

・設計者と請負業者

・元請負業者と専門工事業者，または材料メーカー

「性能発注」の場合は，設計図書が性能設計内容とな

っている事から，施工者は，性能設計内容に即して

工事請負契約約款に基づく工事請負契約を結ぶこと

となります。施工者には，目標性能の実現の妥当性

を検討する事が求められます。専門工事業者は，品

質を造込む事については，専門的な技術に詳しい事

から，施工者（元請負者）に対して具体的に目標性能

を造込む要領を，専門的な技術に基づいて提示する

事が求められます。

このように性能発注の場合は，設計に当っては施

工段階まで考えて， 施工に当っては設計内容を従来

以上に検討する事が大切であります。場合によって

は，設計業務と工事を同一の責任機関が実施する事

が合理的であると認識されることも考え られます

（デザインビルド）。しかし，建築の分野では，諸外

国における性能規定を見ても，性能規定のみで成立

しているわけではなく， 仕様規定で補足しながら運

用されています。永年に亘って培ってきた，伝統技

術の根拠としての仕様規定も大切にする事が重要で

あると思います。この事は，仕様規定をかたくなに

保持する事ではなく，今後，性能仕様化の促進に努

めると共に，仕様規定の表現を改善しなくてはなら

ないと思います。

この場合に，施工段階における造込み技術，また

は技術に対する専門工事業者の行動指針を至急に構

築し，我々，防水工事に課せられた役割を確定し，

こちらから提言する必要があります。幸いにして，

建設省，建築業協会(BCS)等で， これらのことにつ

いて研究されているので，参考にすることができま

す。

第2として，防水仕様の具体化の手続についてで

ありますが，建築物の設計に当って防水設計が行わ

れますが，防水層の耐久性，材料 ・エ法の評価に対

する考え方の確立が必要であります。耐久性（耐用

年限）は，昭和55年の総プロで，ウレタン防水10年

(13年）となっている事も含めて見直しをする。防水

層の評価は，建物に合致した耐用寿命は勿論であり

ますが，安心感，効率性，環境等の評価項目が必要

となると考えます。

施工に当っては，先ず，自ずからの責任体制を確

立する事が大切であり，防水専門工事業者として，

設計の段階からアドバイザーとして参画する事，ま

たはそれを望まれる等の土壌を作る必要がありま

す。この事は，当面の間発注者が設計者に要望す

る（防水工事の下請の受注の問題は残る）こととしな

ければ定着しないと考えます。

この事を踏まえて，発注者及び元請業者に対して，

補償制度（防水保険）による補償を行い，専門工事業

者としての責任の所在を具体的に示す必要がありま

す。

アドバイザーは専門知識と技術を併せ持っている

「防水管理アドバイザー」を（初全国防水工事業協会
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日木ウレクン建材工素会30周年に寄せマ

等が養成して，その任に当てさせます。現場におけ

る品質造込みの具体化の段階では， このアドバイザ

ーが中心となり，工事の実施と品質造込みを行いま

す。

設計者（工事監理者）及び管理者（元請業者）はそれ

ぞれの立場で，設計品質の考え方や重点施工管理の

考え方を伝えます。このように，建築防水を建築生

産段階と社会の要請を踏まえて再構築する必要があ

ると考えます。

再構築に際しては，発注者（施主），設計者，ゼネ

コン， 防水専門工事業者及び防水材メーカーが各々

の考え方と問題点を提示して，新たな21世紀におい

て通用するシステムを構築する事が大切でありま

す。

永年の実績・豊富な工法

h4•J,“• 日口
ウレタン系塗膜防水材 l[ 各種塗床材

アクアコート呼ODOlウレタンゴム系塗膜防水材 アクアコート＃3000MTウレタン系高機能塗床材
)) :±± 2500 J 01S A 6021 l類合格品 ±!:8000 エポキシ系硬質厚塗床材

)) ±!: 8851 エポキシ系帯電防止床材

⑭小松各閾如韮K式会社
本社・エ湯／千葉県野田市中里EE8合 (0471)29-3121 営業所／埼玉県吉川市中野338合 (0489)83-3883
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日木クレタン建材工業会30周年に寄せ マ----ご

呼屑｝鈷もっと
溌ちしなけ加認なもない

先日，古い書類の整理の途中，卒業研究当時の実

験ノートを見つけた。小池先生の指導で屋外暴露試

験の作業をしていた頃のものであった。これがその

まま私の博士論文となったので懐かしく， しばし感

慨にふけった。暴露開始は昭和44年 3月とあった。

ところで日本ウレタン建材工業会略史によると，団

体設立が昭和44年10月とのことであり，丁度同じ頃

である。自分の研究の歴史と工業会の歴史の偶然の

符号に驚かされた。そしてその時始まった暴臨試験

は10年の暴露期間を経て，予定通り昭和54年 3月に

無事終了した。 10年を目途に暴露試験を終結させた

のは，防水層のライフは10年程度であるとのことで

あったので，それで充分であると考えたからである。

そして今そのことを非常に悔やんでいる。どうして

そのまま試験を継続しなかったのか。その後大学に

職を得しかも同じ研究を続け得る環境にあったの

だから，もし継続していれば30年という貴重なデー

タをとることができたのだ。当時の私は，防水層10

年説を当然と思っていたのである。ところで防水層

のライフ10年説がどこから始まったのか。これにつ

いて，或る防水の先輩から次のような説明を受けた

ことがある。

かなり以前のことである。当時の国産の防水層は，

残念ながら欧米のものに比べて品質が劣っていた。

そのような中で，何とか売り込まねばならなかった。

その時の切り札が「10年間防水保証します」であっ

たというのである。いわば営業上の戦略だったとい

うのである。当時防水はアスファルト防水しかなか

東京工業大学建築物理研究センター

田中享二

ったのだから，我々の先達のアスファルト防水層に

かけた意気込みと，苦労して市場に展開しようとし

ていた状況が目に浮かぶようである。防水10年保証

という商慣習はその後も継続され，諸外国には見ら

れない我が国独特の慣例として定着した。事の始ま

りは多少卑屈であったかもしれないが，結果的には，

防水は性能の確保に積極的にならざるを得なかっ

た，という点で評価されるべきことだったと思う。

現在でも防水以外の部位で，これほどの長い期間保

証しているものはない。

さて，先輩達が，当時の充分とはいえない材料と

技術のなかで，体を張ってぎりぎりの線まで拡張し

た10年という生命線を，どこまでさらに我々は拡張

できたのか。答は明らかにNoである。むしろ 10年

保証という制度に不満を述べているふりをしている

が，しかしどっぷりと浸かり，甘えてきたといって

も過言ではない。その後の防水層の開発は10年とい

う年数を前提として攻防戦が繰り返されていたにす

ぎない。

10年という期限はあたかもそれが当然として，多

くの人の頭のなかにしみ込んでしまっている。そし

てそのことが建物のユーザー，持ち主にまで定着し

てしまっている。だから建物のライフの中で，防水

層のやり換えは当然と考えられているのであり， 10

年周期，良くてもせいぜい15年周期での改修が計画

されるのが常識化している。そして，誰もそのこと

に疑義をはさまない。

ところで建物の側からそれを考えたとき本当にそ
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うなのであろうか。防水は機能を分担する重要な材

料である。とりあえずの見てくれを勝負する材料で

はない。本質は縁の下の力持ちである。そして縁の

下の力持ちは，たかだか10年位でへこたれては困る

のだ。

先般，住宅品質確保の促進等に関する法律が国会

を通過した。衝撃的内容が含まれているのだが，そ

の運用の細部が決められていないせいもあって，防

水関係者の関心は，一部の人々を除いていまひとつ

である。それは雨水の侵入を防止する部分に関して

10年の瑕疵担保期間が義務づけられたという点であ

る。瑕疵担保責任とは，瑕疵（わかりやすく云えば

故障のこと）があった場合に，それを補修したり，

賠償金の支払いなどをしなければならない責任のこ

とである。

今までだって10年の保証書を提出していたと云わ

れるかもしれないが，それはあくまでも営業的観点

からであった。しかし今回は法律的にそのことが義

務づけられたのである。ちなみにこの法案の中で，

そのことが強く義務づけられているのは構造躯体で

ある。建物本体がそう簡単に寿命がきてしまっては

困るのだ。従ってこれは10年である。

今回の法案では建物の安全と同じレベルのこと

が，雨水の侵入を防止する部分にもあてはめられた

のである。担当者が瑕疵担保期間を長期に設定した

のは，機能としての雨漏り防止を意識したと思われ

るが，実は，漏水は雨が漏って生活上の快適さを損

なうということ以外に，もっと重要な意味も持って

いる。建物内部そして材料への雨水の侵入は，部材

の耐久性を著しく損なうのである。木材ならば腐る

し，鋼材では腐食する。コンクリートでは凍害の主

役となる。防水ば快適性を確保することの他に，建

物の耐久性を支える縁の下の力持ちとして，働いて

いるのだ。だから構造躯体の瑕疵担保期間が10年間

だからといって，寿命が10年でよいと誰もが思わな

いのと同様に，防水も10年間の瑕疵担保だからとい

って防水層の寿命が10年で充分であるということに

は，これからはならなくなると思う。

日木ウ レタ ン建材工業会30周年に寄 せ マ

もうひとつ考えておかねばならないことがある。

最近，環境問題が議論され，いろいろな観点からそ

の対策が議論されている。各材料のリサイクルもそ

の有効な手段のひとつであるが，最終の答は，長持

ちする建物を作り，それを大事に使うという当たり

前のことに落ち着く。防水も同様である。防水関係

者は，長持ちする防水層が環境負荷低減に有効であ

ることへの理解が充分ではないように思われる。

こう考えると，防水の瑕疵担保期間が10年という

のは，担当者が意識したかどうかは別として，そし

てそれにはお金が引き合っていないという現実的な

不平不満は別として，建物の側からの論理としては，

当然の要求である。このことは防水層の高耐久性化

を不可欠とする。今までの防水関係者だけで既得権

益化させていた身内の議論から，建物の論理に立っ

た，そして建物全体に目配りした本質的な耐久性議

論のレールに戻す必要がある。今回の住宅品質確保

法を糸口として，防水の耐久性に関する発想の転換

がせまられている。それは，今までみんなで踏み込む

ことをためらっていた超耐久性防水陪への道である。

ところで防水層の耐久性は良くも悪しくも，防水

層の厚さと強い相関を持つ。そしてウレタン防水の

ある種のものは，その要求に応えうる素養をもって

いる。何故ならば，現場で防水材料を塗り重ねるこ

とによって防水層を作るのだから，充分厚く，耐久

的防水階を明日からでも作ることが可能な工法だか

らである。耐久性と厚さの関係について学生の頃イ

ヤになるほど実験したから，厚さの効果は肌身にし

みている。ウレタン防水材料自身の性能も格段に進

歩している。だから超耐久的防水層に一番近い距離

にあると思う。しかし一方で，厚さが自在というこ

とは，薄くて耐久性に乏しいものも作られる可能性

がある。超耐久的なものから，超簡易的なものまで

の性能の幅が広いことがウレタン防水層の持つ本質

的な特徴である。どちらに向かうのか，工業会とし

ては，先への見通しと見識の問われるところなのか

も知れない。
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日木ウレクン建オオエ素 会 30周年に寄ゼマ --

ゥレタン啄設膜似濁叶こ
閥］特すあもの っ
■はじめに
前身である日本ウレタン防水協会が昭和44年に発

足して以来，本年で30周年を迎えるということであ

る。近年のウレタン系塗膜防水の多方面への展開は，

目を見張るものがある。これも発足当時から会員の

方々のたゆまぬ努力の結果が今日の隆盛をみたもの

と思う。

昭和44~5年頃と記憶しているが，当時庇その他

でアクリル樹脂系塗膜防水を使っていたがクレーム

も多く，塗膜防水全体にあまり良い印象を持ってい

なかった私は，ある建物の屋根で，アスファルト防

水の保護コ ンクリー トの上に，厚ぼったく塗られ，

表面がテカテカしたウレタン防水による改修工事を

見せられた。工事を担当した人から，屋上改修に使

える適当な材料はこのウレタン防水しかない…と聞

かされて，なるほどこのような使い方もあるのだ

と強烈な印象を受けたのを覚えている。その後，そ

の担当者は，ある不動産会社が持っている貸ピルの

屋上の改修工事を次々と手掛けていったが，当時は

脱気工法などなかった時代である。恐らく膨れ，そ

の他で苦労したことだろうが，新築工事ばか りを担

当していた私の耳に入ることはなかった。新築工事

の分野での塗膜防水の使われ方は，小規模な部位へ

の簡易防水的なものであった。

ウレタン系塗膜防水の辿ってきた経緯は，本誌22

号に小池先生が書かれているので繰り返すことは差

し控えるが，改修工事を中心にいろいろな試行錯誤

が繰り返され，関係者の努力が重なって，近年のウ

レタン系塗膜防水の充実と発展をもたらしたもので

（樹日本設計 監理 ・コスト設計群コスト設計部担当部長

長田雅夫

ある。特に現在，改修工事ではウレタン系塗膜防水

の占める割合が大変大きいようだ。コスト面で厳し

く， 防水工法の選択に際して他防水との軋礫（あっ

れき）を生じやすい新築工事を避けて，防水工法選

択面で有利で，裁量の度合も大きな改修工事にシフ

トしている業者がかなり多いと聞いている。

改修工法の選択時に，いろいろな条件下でフレキ

シブルに対応できる応用性の発達したウレタン系塗

膜防水が主流を占めるのは当然のなりゆきである。

■環境への対応
さて「環境問題」が日常生活の中で大きく取り上

げられるようになってきた。マスコミでも毎日のよ

うに話題にのぼり，エネルギー問題に始まり， 地球

温暖化，人口爆発，オゾン層の破壊，酸性雨，森林

などの自然環境汚染，資源の有限性による省資源 ・

リサイクル，生活廃棄物，いわゆるゴミの焼却時に

発生するダイオキシン等の有害物質の問題など，深

刻な問題が次々に発生し，それらが早急に解決せね

ばならない極めて緊急のテーマとして認識されるよ

うになっている。

そして，地球環境問題の深刻化によって，個人か

ら企業に至るまで，環境に対する負荷を少なくする

生活スタイルが強く求められている。いままで，環

境問題は，いわゆる「モラル」として捉えられる傾向

にあったが，このところ様子が一変し，「環境問題へ

の取組み」が，その企業の社会での格付けに影響を

及ぼすような雰囲気が強くなってきている。そして，

その取組みを評価する判断基準としてISO14001（環
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境マネジメントシステム）が着目され，その認証を

取得する企業が急増している。

環境問題への一つの取組みに“ごみ’'問題がある。

家庭生活で発生するごみは分別処理がより厳しくな

りつつあり，勤務先でもごみ処理の 3原則， Reduce

（減量）， Reuse（再利用）， Recycle（再資源化）の取組

みがなされるようになってきた。相手先へ提出する

書類等も再生紙を使うことが常識化し，名剌の交換

の際には再生紙かどうかが気になりだしてきた。こ

のように日常生活での環境負荷の低減への取組み

は，できるだけ環境負荷発生源に近いところで，で

きるだけ小さな環境スケールで実施するという環境

問題解決の基本にのって実績を挙げつつある。

今日の地球環境問題の重要なキーワードとして，

サステナブル(sustainable)という概念が広まりつつ

ある。日本語的には，環境継続の可能な，とか，持

続可能な，という意味であろうか。そして，持続可

能ということは，地球規模で人間の生存を危うくす

るような環境の悪化が生じないように，小さなスケ

ールでの環境ストレスを除いていこうとする活動概

念であろう。また，建築生産の観点からは，いまま

で，利便性や快適性を求めてエネルギーや資源をふ

んだんに使ってきた結果が今日の地球環境問題をも

たらしたという認識から，低環境負荷型の環境共生

建築を目差す，ということであろう。

人間は生きていく限り，身の回りの生活の質の向

上を計り，その営みの過程の中で不可避的に環境へ

の負荷を及ぼしている。しかし，人間の生への営み

は，この地球の生態系や循環システムとのバランス

の上に成り立っている。そのバランスを崩しては人

間の生存も怪しくなる。そのような意味から持続可

能な建築を企図していく必要がある。そして， これ

らの建築に対しては， 従来からの性能，品質，コス

トに加えて，省エネ化や省資源化だけでなく，生態

系への配慮，環境悪化の抑制，健康的な環境の実現，

といった新たな要素が重要な評価軸となり，その建

設プロジェクトの善し悪しを決めるものとなってい

くだろう。

日木タレタン建材工素会30周年に寄せマ

■持続可能な防水技術
さて持続可能な防水技術ということでは，どうい

う要素が必要になるだろうか。

いろいろな切り口が考えられる。 防水に直接関連

する環境問題としては，ある年限に達すると，防水

層としての性能が失われ，改修が必要となるが，そ

のときの廃棄処理とリサイクルの問題がある。製品

の原材料の採取から製造，使用および処分に至るラ

イフサイ クルにわたって地球温暖化に影響するCO2

の排出量を捉えて環境へのインパクトを評価する

LCA (Life Cycle Assessment)がある。施工後の空缶

の回収など産業廃棄物の問題や防水層を形成する過

程における有機溶剤の問題がある。どれ一つを取っ

ても疎かにできない問題である。

建設産業では，従来のスクラップ ・アンド ・ビル

ド(Scrapand Build)型から，ストック ・アンド ・リノ

ベーション(Stockand Renovation)型への転換の必要

性が説かれている。そうした方向にシフトしていく

ための技術的な手法や工夫が試みられており，従来

の技術を見直したり，技術開発をすることにより，

環境や人間に対する負荷を低減し，建築環境の持続

可能性を目指す取組みがなされているが，その中で，

近年，防水層の高耐久化の問題が論議を呼んでいる。

建物のライフサイクルを考えたときには，耐久性や

寿命といった事項は非常に重要な要素になる。

しかし，高耐久性が「持続可能な」と必ずしも重な

るものではないことに注目したい。「高耐久」とは，

「手間のかからぬ持続可能性」であり，タフなイメー

ジであるのに対して，サステナブルの意味する持続

可能性とは，「適切な維持管理をしつつ変化しなが

ら使い続ける」という，「無理をしない」とか「控え

目な」といった意味を含んでいる。サステナブルな

建築のイメージが， LCAと関連するものである以上，

建設時の負荷の低減も含まれ，重装備になりがちな

高耐久が必ずしも有利であるとはいえない。

ともあれ，建設産業がストック・アンド・リノベ

ーション型ヘシフトしていく傾向が強くなることは

間違いなく，これらの方面で長い間，技術的な手法
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や工夫を積み重ねてきたウレタン系防水が有利に作

用することは間違いない。

■防水層との複合化
私はこれまで「防水層の複合化」と「防水層との複

合化」を区別して発想する必要性があることを強調

してきた。最終的に形成された防水層を捉えれば，

両者の意味が重なることもあるかもしれないが，防

水構工法の開発の過程では区別して考えることが，

結果として欠陥のないものになると考えている。そ

して，高耐久的防水構工法も 「防水層との複合化」

という観点から捉えることが良いのではないかと思

っている。

日本建築学会では，我が国のCO2総排出量の 3分

の1を建築関連が占めている現状を踏まえて， 1997

年12月に「建築物の生涯二酸化炭素放出塁(LCCOz)

の30％削滅耐久年数3倍100年以上を目指すべき」

と声明して活動を開始している。高耐久という切り

ロではもう一つ， 高寿命住宅の「SI住宅」の提案が

ある。「耐用年数の長い構造体および取替えを予め

考慮した共用設備配管などで構成する躯体部分（サ

ポー ト）と， 比較的耐用年数の短いインフィル（内装

や設備機器）からなる住戸部分を明確に分離して，

サポートの寿命がくるまで，インフィルをリフォー

ムしながら快適に住み続けることを可能とするシス

テム」である。屋根防水については，耐久年数の長

い躯体の耐久性を防水層が支える役目を果たすこと

から，主要構造部の一部と考えられるので，高耐久

性は重要なファクターになる。しかし，現実の耐久

性は10数年から30数年の間であり， 100年という期

間とはかけ離れている。

この屋根防水については，経年劣化状況を容易に

確認でき，維持管理に手が掛からず長持ちし，改修

工事も容易な防水工法がベストになる。その面では

アスファルト防水を中心とした外断熱(USD)・コン

クリートブロック押え工法が有利である。断熱材が

防水層の上にあるために，温度変化による劣化を抑

制できるし，ブロックを剥がして防水の状況を確認

できる。改修時には防水層の上にアスファルト防水

を増し張りすることで対処も可能である。採用に際

して施工段階で周辺環境の状況から困難を伴うこと

が多くなってきたが，このUSD工法は広義では「防

水層との複合化」工法であるといえる。

現在，高耐久性の防水層として，防水層を厚くす

ることで耐久性を確保する提案が多くなっている。

これも一つの方法ではあるが，防水層はできるだけ

厚さを抑えて，耐候性を始め，耐久性を左右する要

因をプロテクトするものは防水層と複合化させた材

料 ・エ法に担当させる構法を模索することがある面

では有利なような気がする。これらの分野でもウレ

タン系防水は過去にいろいろな試みを行って先行し

ており，可能性は大であるような気がする。

●おわりに

まとまらない話になってしまったが，ウレタン系

防水の昨今の展開はやはり睦目に値するものであ

る。ここで（前項も）ウレタン系塗膜防水といわずに，

あえてウレタン系防水としたのは，塗膜防水という

範囲を遥かに超えた広範囲の展開を作り出している

からで，近い将来，防水のジャンルを見直すことも

必要になるのではないかと思う。

ウレタン系防水はまだまだ可能性を秘めた防水

で，何が出てくるか分からないところも魅力である。

楽しみに見守っていきたい。気を緩めることなく，

明日に向って一層の努力を期待してやまない。
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~Il直：爾炉塁の進化を抑特して

l.序に代えての昔ばなし

昔（昭和41年頃），田村研究室のゼミで読んだアメ

リカの文献（詳細は失念，何か雑誌の記事であった

ような気がする）に，将来のプラスチック建築材料

はウレタンが主流になると記述してあった。当時の

小生は防水の 「ぼ」も知らなかった。ウレタンと言

えば断熱材ぐらいしか思い付かなかった。昨年改訂

された「ウレタン塗膜防水施エマニュアル」の塗膜

防水年代記によれば，昭和40年頃が試用開始とのこ

と。私が読んだ文献はウレタン防水のことを指して

いたのかどうか不明である。文献 2にはウレタンの

記述は殆ど無いが，それより前に出版された文献 1

には，米国のプラスチック事情としてウレタンが水

密 ・気密材料として使われる可能性を示唆してい

た。これらのことを考えれば，ウレタン塗膜防水材

料及びウレタンシーリング材が堂々と建築材料の一

角を占めているのもおかしくは無い。

そして昭和43年に入社した。その翌44年からは毎

日，何の因果か（上司の丸ーさんの御指示で）シート

防水材料と塗膜防水材料の試験体づくり（日本建築

学会で行われた共同研究 「合成高分子材料による防

水工法の基準に関する研究」の一環としての実験準

備）に明け暮れた。それがウレタン防水材料との出

会いである。従って， 日本ウレタン防水協会の発足

と同じ年であり，小生の技術屋としての軌跡と日本

ウレタン建材工業会の歴史は丁度だぶっている。そ

う言えば昨年は勤続30年表彰で会社から時計を頂い

た。

清水建設（掬技術研究所 副所長

松本洋一

2.ウレタン建築材料の発展と今後

この30年間にメンブレン防水及びシーリング防水

においてウレタンは大いに発展した。4年前（ウレ

タン建材第19号）に，黎明期からのウレタン防水技

術の発展の足跡について，小生が1975年に講演会で

行ったフューチュアー ・レビューと照合するような

形で述べた（文献 3参照）。しかし右肩上がりの社会

の中で発展してきた多くの技術（建築技術に限らず）

は，新世紀を迎えてこのまま進むとは思えない。成

熟社会への移行に伴う社会構造の変化，少子化によ

る人手不足，高齢化，あるいは女性の社会参加等々 ，

我が国のおかれる社会的及び国際的な状況も考慮し

て，建築技術を模索してゆかなければならない。当

面，社会が今，建築界に求めているのは，ビジネス

としては「透明性」，技術としては近隣から地球規模

の「環境保全」とできる限りの「長寿命」であろう。

施工者の立場からこれからの防水材料を考えてみ

たい。 21世紀にゼネコンとかサブコンとか言う名の

企業が続いているのかは不明であるが，人間が生き

ていく限り，建築空間の提供は必要であり，当然，

防水技術が不要になることはありえない。

これからの建築技術は， 防水に限ることでは無い

が，以下の事項が求められよう。

〇速いこと

〇簡単なこと

〇安全なこと

〇環境問題に配慮されていること

2.1 速いこと

防水システムで「速い」とは二つの事が考えられ
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る。

まず，施工のスピードが速いことは，生産性の向

上に繋がり，しいてはコストダウンにも繋がる。施

工のスピードを速くするには，工程が単純でなくて

はならない。確かに何枚もルーフィングを重ねるこ

とは，品質の信頼性の向上は期待できるが，時間は

掛かる。また工程と工程の間に，あるいはコンクリ

ート打設後や降雨後の下地乾燥に多くの待ち時間を

必要とするシステムでは，工事全体では時間を要し

てしまう。

もうひとつ「速いこと」で重要なことは，防水メ

ンブレンを形成するのに必要な時間が短いことであ

る。施工後，メンブレンを形成するまでに，外部か

らのいろいろな刺激が存在する。シートとシートの

接合部では，接着剤の強度が発現するまでに，シー

トの残留歪みがあるとずれが生じてみずみちを作っ

てしまう。また，塗膜の硬化中に花びらがつくと発

泡してしまうこともある。そう言う意味では，熱ア

スファルトは理想であり，冷えれば直ちにメンブレ

ンとなる。

昨今急速に伸びているウレタン防水材料の超速硬

型は，また上記の後者のニーズに正面から回答を与

えている技術ではなかろうか。

2.2 簡単なこと

就業人口の減少を考えれば，今までのように細分

化された専門作業者で工事を進めてゆくことは困難

となろう。またコストダウンは社会的な要請となっ

ており，そのキーワードが人件費であるので，今後，

多能工を養成していかなければならない。多能工に

なれば，そんなに高度な技能を求めることはできな

い。全ての工事に共通することであるが，施工方法

が簡単であることが望まれる。また，簡単なことと

ちょっと異なるが，女性でも行える工事であること

も望まれる。小運搬であまり重い物を扱わなければ

ならない防水システムでは嫌われよう。さらに苦渋

な姿勢を強制される施工方法は避けたい。例えばア

スファルトルーフィングの流し貼りのように，中腰

で作業するような施工方法は嫌われよう。

日木タ レタン建材工素会30周年に寄せマ

ウレタン防水はもともとこの要求に応えている技

術である。敢えて言うならば，立上がりの施工（綺

麗に仕上げる意味も込めて）を簡単にできるように

したい。

2.3 確実なこと

防水工事は僅かな失敗も許されない。雨の多い我

が国では直ちに失敗は顕在化する。前項の「簡単」

とは両立が難しいが，確実にメンブレンが形成され

る防水システムでなければならない。あるいは形成

されたことが確認できなければならない。そのため

に減圧 ・加圧あるいは電気的検査などのチェックエ

法で水密信頼性を確認することも考えられる。なお，

このような検査を確実に行っておくことは，万一，

不幸にして漏水や損傷が生じたときに責任の所在を

はっきりさせることにもつながる。

確かに，通気緩衝シートの出現により，ウレタン

防水全体の信頼性は大きく上昇した。しかし検査技

術についてはまだまだ技術開発の余地があるのでは

なかろうか。

2.4 安全なこと

防水工事の作業者，周辺の他の工事の作業者，ま

た第三者にとっても安全に施工できるシステムでな

ければならない。私達が，屋根の防水工事で経験し

た災害としては，火傷，火災，爆発，中毒などがあ

る。全く安全な工事など存在しないが，限りなく安

全な防水システムを構築してゆかなければならな

い。現場で，高所でアスファルトを溶融したり，溶

剤を大量に使うようなことはしたくない。

ウレタン防水技術から完全に溶剤などの危険物が

駆逐されたわけではない。無溶剤化は防水性能との

トレードオフの戦いであるが，さらに挑戦を続ける

べきであろう。

2.5 環境問題に配慮されていること

環境問題と言っても視点によってその範囲が異な

るが，まず，工事する際に周辺環境を悪くすること

は，近隣問題を引き起こしてしまう。臭い，騒音，

振動などを伴う防水システムは嫌われよう。また資

源問題の視点からは，オーバースペックなシステム，
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残材の多く出るシステム，梱包の大袈裟なものも嫌

がられよう。防水材料の一部がくつついている缶の

処理には多くの費用が掛かる。また防水メンブレン

の寿命がきた時にどのようにリニューアルするかも

予め考えておかなければならない。大量の廃棄物を

排出することが予測される防水システムは採用され

ないだろう。

環境問題はその時々の社会的合意が重要である。

ウレタンについても常に関係者で話し合ってゆかな

ければならない。いつ大地震（？）がやってくるのか

は分からない

3.終わりに

今， LCCとかLCEなど時間軸を取り込んだコスト

面からの評価，あるいはLCCO2など環境面からの評

価など，複雑なパラメーターで資源のレベルから廃

棄のレベルに至るまで技術評価がなされる。品質や

性能本位で評価される時代は終わった。ウレタン建

築材料も時代に合った形で進化してゆくのではなか

ろうか。
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ゥレタン建oo））思い出と謁］特

日本ウレタン建材工業会の30周年を心よりお慶び

申し上げます。 21年前に社会人となった私にとって，

30周年を迎える工業会は大先輩であり，いままでの

業務のなかで工業会の多くの方々に大変お世話にな

り，色々なことをお教えいただきました。そのなか

からいくつかの思い出をここに記したいと思いま

す。

ウレタン系塗り床

入社後，半年の現場研修を経て技術研究所に勤務

して，まず塗り床の検討をする業務があった。学生

時代に指導を受けた東京工業大学の吉岡先生，小野

先生の研究成果をふまえで性能評価をした。ウレタ

ン系の塗り床とゴムチップとの組合せで弾ガ性や緩

衝作用を付与させた材料の比較検討であり，その時

ウレタン建材の可能性を強く感じたものである。材

料単独でも物性をコントロールでき，厚さによって

所定の性能を引き出す。さらに木製の組み床に施工

することでさらに性能が向上できる。この材料とあ

のシステムを組み合わせたらもっと良いものができ

るのではないかなどと思ったものである。もちろん，

コストとか工業所有権とかの問題でー朝ータにでき

るものではないのだが，しかし，性能中心に考えれ

ば，材料単独で問題を解決するより，より自由な発

想ができるのではないかと思った。ニーズ指向の発

想である。その意味でエンドユーザーとメーカーの

中間に位置し，ある時にはユーザーの立場に，また

ある時には製造，製作者の立場にならなければなら

ないゼネコンの存在意義を見い出したような気がし

大成建設（掬技術研究所 材料研究部仕上材料研究室主任研究員

たものである（材料研究，特に仕上材料研究におけ

るゼネコンの存在意義である）。またこの時の業務

では施工性や，下地との関係に関わるところ（『ふく

れ』の再現実験のようなものも計画した）が不十分

であったと思う。この分野もやはり施工者ゼネコン

の分野であった。

ウレタン系シーリング材

ウレタン系シーリング材の比較検討をしたことも

あった。JISの試験と屋外暴露などを行った。その

ころから，ウレタン系シーリング材は露出での使用

は避け，表面に塗装を施すものだということであっ

た。実験と並行して調査していくと，電車や自動車

の窓ガラスのシーリング材がほとんどウレタンであ

るという。自動車では構造シールとしても使われて

いるという。電車のシーリング材には確かに表面に

はクラックが発生しているが致命的なものではない

し，ガラスから剥離しているわけでもない。建築用

シーリング材との違いに疑問を持ち，色々な方にた

ずねた。多少正確さに欠けるかも知れないが， 「性

能，耐候性の良いウレタンは概して粘度が高かった

り，硬化反応にある程度以上の温度が必要であり，

機械化施工，工場施工でなければならない」という

ことであった。工場施工と建設現場での現場施工と

の差であるという話に納得したものである。しかし，

そのまま鵜呑みにして良かったのであろうか？ エ
場シールとの差ほどではないにしろ，同じ建築用シ

ーリング材であっても銘柄による差が随分あったよ

うなのである。 写真（次頁）はほぼ15年暴露（静的暴
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日木ウレク ン建材工素会30周年に寄せマ

露）したウレタンシーリング材である。暴露開始数

ヶ月後から表面（表層）クラックの発生に差が出てき

た。その時点で業務としての評価は下したが，十数

年経過した今，あらためて眺めてみると，一方 (A)

はクラックの進行がほとんどなく，もう一方 (B)は

クラックというよりも風化といえるような状況であ

る。意匠的な面ではAも芳しくないのであろうが，

十分露出使用に耐え得るものではないかと思う。

実はAもBも今は存在しない材料である。 Bは開

発 ・改良の途中のものであり， ここで披露すると誤

解や，関係者に迷惑をかけるかも知れないのだが，

現行製品の無残な姿（表現に行き過ぎがあったらご

容赦願いたい）を見せつけるよりはご理解を得られ

るのではないかと思ったからである。一方Aは小生

が聞いている範囲では『コスト』面での理由で配合

変更したとのことである。各種シーリング材の適材

適所という住み分けのなか，さまざまな事情，理由

があったのであろうが，残念な思いである。

機械化施工と複合化

ウレタン建材が機械化施工でその可能性を大きく

広げていると思う。建設業界は古くから機械化施工

を採用し，自動化施工，ロボット化というブーム的

な時期を経て今に至っている。超速硬化のウレタン

建材の吹き付け施工は十数年前からあったが，最近

新しい樹脂での吹き付け施工が増えているようであ

る。こてでの施工ができないから機械化となったよ

うに，前述のウレタンシーリング材の施工でも，エ

具のレベルからの改良，そして機械化に進めば，あ

らたなウレタン建材の可能性が広がるのではないか

と思っている。

ポリエステル樹脂のFRPとの複合防水が増えてい

る。 FRPとウレタン，お互いに性能を補い合っての

複合であり，露出駐車場防水，緑化用防水とさまざ

まな用途への展開があって，選択の幅が広がり，喜

ばしいことである。その一方，色々な不具合を目に

し，耳にする。また，性質の違うウレタン樹脂を複

合した場合でも不具合があるようである。小生が接

したのはごく一部であり，立場上悪い例に接する機

会が多く偏った印象をいだいてしまうのかも知れな

い。多くの事例では問題なく供用されているのであ

ろう。不具合がごく少数であり，特殊な要因のもの

で，解決可能であればよいが，小生の印象では施工

に関わる原因が多いように感じている。短絡的かも

知れないが，機械化施工でかなりの部分が解消され

ると思うのだが，素人の思い込みであろうか。

30周年を祝うにはふさわしくない内容になってし

まったことをお詫びし， 日本ウレタン建材工業会の

今後の益々のご発展をお祈りいたします。
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塗膜防水工事の新しいエース

東洋紡スパンポンド不織布
（補頭材）

東洋紡スパンボンド不織布は、 東洋紡が独自の技術により 開発

したポリエステルフィラメ ントの長繊維不織布て‘‘す。 塗膜防水

工事の補強材としてこ れまて‘‘にない頼も しい力を発揮しま す。

く強度〉プラスく伸度〉

東洋紡スパンボンド示織布を

使えばこれまでにないタフな

防水層が形成されます。

■東洋紡スパンボンド不織布の特長
●束祁紡スパンポンド不織布は、補強碁材に必要な抗張積（破

壊強度x破壊伸度）が大きいため、補強効果がすぐれていま1"o
●束洋紡スパンボンド不紬布と防水材の組合せにより、タフて強

じんな防水用が形成され、理想的な補強効果を発揮します。

●束洋紡スバンボンド不織布は、タテ・ヨコ・斜めにバランスがと

れたシートてすから、施工時に局部的歪み、目ス｀・レが起こらず、

施工が容易て、、防水層の補強においても、無方向性のバラン

スのとれた効果を発揮します。

●束洋紡スパンボンド不織布は、索材がポリエステルてすから、

耐蝕性・酎溶剤性 •耐候性 ・寸法安定性にすぐれています。

●束洋紡スパンボンド不織布使用により、防水材と補強基材が一

体となり、所定の均等な厚さの防水府が、かんたんに形成てきます。

ご要望に応じられる、さまざまな

スパンボンドが揃っています。

■東洋紡スパンボンド不織布の製品ガイド
品 番 幅※' cm 長さ m／反 厚さ％

5083P 105 100 0.4 

4058P 102 100 0.4 

5088P 105 100 0.5 

4060C 102 100 0 25 

4058P 

重量 ~ / m•
強力kl}/ 5 cm 伸 度％

たて よ こ たて よこ

60 16 12 50 60 

60 16 12 50 60 

80 21 15 50 65 

70 19 12 so 65 

※細幅のテープカッ トもお取り扱い致します。

G琴東洋紡績株式会社 SB事業部

大阪営業グループ 〒530-0004大阪市北区堂島浜 2丁目 2番 8号 TEL 06-6348-3364 

東京営業グループ 〒103-0016東京都中央区日本橋小網町17番9号 TEL 03-3660-4858 
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日木ツレクン建材工素会30周年に寄ゼマ

エンドユーザーハの
性能『収を

創立30周年を迎えられた日本ウレタン建材工業会

の隆盛を心からお慶び申し上げます。とりわけ防水

層の信頼性向上にたゆみない努力を払われてきた各

位には改めて敬服の念を覚える次第であります。

貴工業会創立時の昭和40年代の防水業界は，本防

水といわれたアスファルト防水熱工法を中心に，在

来のモルタル防水，そして新進のウレタンやシート

などの高分子防水工法が頭角を表してきた頃で，ア

スファルト防水を手掛ける者にとっては，この海の

物とも山の物ともつかない高分子防水は理に適って

いながらどこか頼りなげな印象でとらえられていた

かと思います。それは現実に経験を重ねていく中

で，作業を進める上では簡便に取り扱える一方で，

施工管理の難しさを思い知ることとなりました。し

かし，それが30年を経て業界も大きく様変わりした

ことは皆様方もご承知のところであり，特に改修防

水におけるウレタン塗膜防水の躍進は目を哩るもの

があります。時代の趨勢という意味では確かにそう

かもしれませんが，工法の改良と仕様の多様化によ

ってメジャーな防水工法へと育まれてきた各位の気

概こそが現在の地位を占める原動力となったことは

間違いがありません。

さて，全防協も貴工業会の歴史には及ばないもの

の，前身の全防連時代を含めますとその活動は25年

の足跡を残すに至っています。その間貴工業会を

始めとする関係各位のご支援を頂きながら主眼の技

能向上を目的として多くの技能士を育成，輩出して

（ヤJ:)全国防水工事業協会 会長

高山宏

まいりました。また，全防協として念願の社団法人

化を叶えた後は，建設業における公認された専門業

者組織として防水工事業の健全な発展と社会的地位

の向上 ・確立を旗印に対外的PR等も含めより広範

な活動に取り組んでいるところであります。しかし，

昨今の過酷な受注環境下にあっては必ずしも満足な

活動成果をもたらしているとは申せないのが正直な

ところであります。また，法人化から現在までの 8

年間は，およそ建設業に携わるすべての企業がバブ

ル崩壊後の対応に苦慮された時期であり，未だもっ

て明るい兆しは見えていません。歴史の浅い全防協

にとって，こうした状勢が組織基盤の形成に少なか

らず影響している点もご料酌頂ければと思います。

取りも直さず全防協は優良な施工業者集団として

社会に貢献していくことを本旨としています。優良

な施工業者とは，適正な品質の防水工事を責任施工

で提供する施工店であり，我々にとっては相応の性

能を有する防水層が最終商品として評価の対象とな

るわけです。要するに，我々が最終消費者に提供す

る商品は，防水層という「物」としてよりも，むし

ろ建物の防水に関わる「性能」であるという方が的

を射ているかもしれません。今般，世の中は従来の

拡大成長路線を見直す大きな転換期にあると言わ

れ，建築の生産も建築基準法の改正により大量生産

方式に馴染みやすい仕様本位の考え方が改められ，

性能本位への移行が図られていることはご承知の通

りであります。今後，世の中に建物を性能で評価す

る考え方が浸透し定着していくのは必然の流れであ
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り，その一環が「住宅の品質確保の促進等に関する

法律」における主要構造部分および防水の10年保証

の義務付けに表れていると言えるでしょう。エンド

ユーザーをして防水が性能で評価されるということ

は，我々とエンドユーザーとの距離の近接をもたら

すと考えられます。改修工事の増加が，このことに

更に輪を掛けることになることも考えられます。

「性能」を「商品」とする我々にとっては，この機会

が社会に防水をPRしていく上で大きなチャンスで

あると同時に，それにも増して責任の重大さを覚え

るところであります。当然性能を理解しやすくす

るためには仕様の体系化，単純化といった作業が求

められ，これらが材料メーカーとの協力なくして実

行なしえないことは言うまでもありません。

日木タレクン建材工素会30周年に寄せマ

30年前の貴工業会の設立に際しては，ウレタン防

水の普及を目指し，材エ団結して組織化を図った経

緯があります。当時と現在とでは事情や背景も全く

異なりますが，需要家たるエンドユーザーに対し，

防水業界がこれからの「性能の時代」に活路を見出

していくためには「材料あっての施工」「施工あって

の材料」を踏まえ，車の両輪となった方策を更に推

し進めていくことが必要と考える次第であります。

貴工業会の益々のご発展を祈ると同時に，全防協

への更なるご支援をお願いし，能力のある技能者と

施工管理技術者の育成 ・輩出に邁進することを確約

してご挨拶とさせて頂きます。

I ウレタン用液状配合剤のことなら、何なりとご相談下さい l 

＂•ィ「'.­ウレタン用液状配合剤
ぅ＞防水材、床材、テニスコート、
競技用グランド材などに

利用されています。

TOKYO 
JUSHI 
KOGYO 
CO.,LTD 

東京樹脂工業株式会社
本社／東京都千代田区岩本町2-10-1
〒101-0032 云03-3863-1258

工場／千葉県市川市鬼高 1-3 -12 
〒272-0015 云0473-79-7701

ドH出・H層璽口鮎日、|■l | IIII||l|l 
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タケタ‘‘のウレクン樹眉製品

一●床材・防水材用
タケネート L-1020

タケネート L-1028

タケネートし1031

タケネート F-135

． 
タケラ ック PC-3100

タケラ ック PC-5600

タケラ ック PC-5800

タケラ ック PC-5300

カラー防水材用(JIS品）

軟質床材用、舗装材

軟質床材用

硬質床材用

タケネート F-140 タケラック PC-5000 硬質床材用

TQスプレイ主剤 TQスプレイ硬化剤 超速硬化スプレイシステム（床材・防水材）

●シーリング材用

タケネートし1032 タケラ ック PC-7400 2液シーリング材用（建築用）

●ー液湿気硬化型製品

タケネート L-3300 1液防水材、充填、シーリング材

タケネート L-3019 1液シーリング材

タケネート F-185 ゴムチップバインダー

●プライマー屯防塵・木床・トップコート用

タケネート F-523 

タケネート M-402P

タケネート F-514

タケネート F-515

その他各種用途の製品があります。詳し〈は下記へお問合せ下さい。

プライマー

プライマー

防塵、 木床、 トップコート用

防塵、 木床、 トップコート用

△) 武田薬品I業株式会社
化学晶カンパニー

大阪本社〒541-0045大阪市中央区道修町2丁目 3番6号TEL:06(6204)2480 

東京本社〒103-0027東京都中央区日本橋2丁目 13番10号TEL:03(3278)2780 
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随水輯睛代のliE睛 繭計者の選択一
l広島簡保総合検診センター＜新築＞

“サステナブルビルヂング・持続可能な建築”という考え方が建築

業界の大きなテーマになりつつある。

ウレタン防水材をベースとする 5種類の露出防水仕様を使用部位

に応じて使い分けた当ビル屋上は，新しい屋上防水・仕上げ工法

の在り方であり，同時に今後の屋上の防水 ・仕上げに関する設計

・仕様への新たな提案でもある。

即ち，それは防水機能を基本に置きながら用途によ って求められ

る意匠性や歩行性など屋上が具備すべき様々な要求機能 ・性能に

対応する幅広い仕様バリエーションを提供するものである。

このビルでは次の 5仕様か採用されている。

1.重歩行用 ：色 グリーン

設備機器が多く呵保守点検作業時に防水層を傷つけないエ

法として採用された。

2.歩行用：色 ベージュ

宿泊棟の部屋から見えるため， トップコートでグリーンの

ラインを引き，デザイン性を重視した。

3.非歩行：色 ピンク

外壁の色に合わせてトップコ ー トを特注色で施工した。

4.非歩行（室内プール屋上） ：色 白

宿泊棟の部屋から見えるため， トップコ ー トでグリ ーンの

ラインを引き，デザイン性を重視した。また，室内温度の適

正化を図るため外断熱工法が採用された。

5.歩行用（屋上中庭）

タイル仕上げが可能な防水仕様としてウレタン防水とFRP

防水の二重防水が採用された。

工事概要

■所在地．広島市
■防水面積： 3.130吋
■設計監理丸ノ内建築事務所
■完工： 7999年6月
■施工：鴻池組・ 穴吹工務店 • 松本建設JV



那覇空港駐車場棟＜新築＞
空港ターミナルと同時に建

設さ れた駐車場棟は大林組

JVと戸田建設JVの北棟と南

棟で合計42,300m'の規模。

1階のスラブがスティール

ファイバーコ ンク リートと

いう特殊な材質であったた

め，戸田建設の要請で試験

施工を実施した。

挙動・接着力等の問題点を ．』

確認の上工事を進めた結

果，施主及び元請けからの

評価も高く｀竣工検査直前

に無事完了した。

施工面では，突然のスコー

ルが多いこと，夏場は 日差

しが強いため 日中の施工を

極力避け， 早朝や夜間作業

に切り替えるなど，沖縄な

らではの苦労が多かった。

■所在地沖縄県那覇市
■防水面積： 42,300吋
■設計監理 安井建築設計事務所

l四日市西郵便局＜新築＞

■完工： 1999年5月
■施工大林組 ・大日本土木 ・国場JV＝北棟
戸田建設 ・浅沼組 ・金秀JV＝南棟

郵政省の各地大型郵便局新営

工事で継続的に採用されてい

る案件の一つ。

局舎屋上は防水兼スポーツ舗

装（ケージ内）と歩行仕様で，

合計2,500面の防水は防水層

の一体性を考慮してウレタン

防水仕様とした。

別棟の駐車場防水床1,500ボ

は，防水性能・メンテナンス

性・軽量化の点を考慮して当

該仕様とした。

工事概要 ■所在地・三重県四日市市 ■設計監理： ニッテイ建築設計
■防水面積：局舎＝2,500吊 ■完エ 7998年7月

駐車場＝ 7,500吋 ■施工・鴻池組，大末建設JV



御杖小学校＜新築＞

既存の小学校を統合して新設されたこの建物は，単に学校としてだけでなく，地

域住民のための施設としても活用されるよう計画されている。

中央部分にドーム状の膜屋根を持った体育館を配し，その周りを教室群が取り囲

む円形の建物である。屋上防水にもその特徴的な意匠を実現するための様々な条

件が求められた。

納まり及び意匠性の点でウレタン防水が適材とされ，押さえ層はFRP仕上げと し

ている。

［日立システムプラザ ＜新築＞

工事棚要

■所在地：奈良県御杖村
■防水面積： 2,035吊
■設計監理・青木淳建築計画事務所
■完工： 1998年2月
■施工．村本建設•松塚建設JV

屋上にソーラー システム，空調システムを設置するための甚礎が200個以上あり，更にパイプ配管も多く ，防水納まりの

点で安全 ・確実な防水仕様として選定した。

露出防水とすることで，メンテナンス性及びライフサイクルコストの観点でも優位と判断した。下層のウレタン防水層が

防水機能と緩衝機能を発揮し，上層（仕上げ層）のFRP層が防水機能と保護機能を発揮するものである。

施工後の意匠検査，膜厚検査，水張り検査（水深30cm: 2日間）も問題なくクリアーし安心している。

工事概要

■所在地’岡山市
■防水面積． 1,850吋
■設計監理’日立建設設計
■完工： 7999年3月
■施工：鹿島建設



lカインズホーム東金店＜新築＞

ショ ッピングセンター屋上駐車場防水床に汎用ウレタンと硬質ウレタンの

複合工法で施工。

下層のウレタ ンは防水層としての機能とク ラックに対応する緩衝効果機能

が求められる。上層の硬質ウレタ ンは防水機能と保護機能が発揮され，複

合防水工法として軽量でありながら信頼性の高い仕様として定着した。

工事慨要

■所在地：千葉県束金市
■防水面積： 7,000ポ
■設計監理 エム・エム • アイ設計事務所

■完工： 1998年12月
■施工・三菱建設

l京浜トラックターミナルlO, 11号棟＜改修＞
既存の保護押え層を撤去せ

ず呵いわゆるかぶせ方式で

改修した。

大面積ゆえに平場のフクレ

の心配のない工法，そ して

難燃性と耐衝撃，耐摩耗の

点でも既存の保護押え層に

近い仕様という施主の要請

に応えるため， 無機質仕上

げとした。

工事概要

■所在地：乗京都大田区
■防水面積： 8,000吋
■完工： 7999年4月
■施工： 中村歴青工業



l強戸配水場PCタンク＜改修＞

太田市郊外の高台にある水道施設。昭和60年に築造さ

れたPCタンクの既存防水層は風雪や鳥害による劣化

が進んだことから，施設保全のため屋根防水改修修繕

工事を実施することとなった。

発注者の要望は鳥害対策を考慮した工法である。そこ

で，鳥の忌避｀ ドーム状，一体施工の要件を満たす仕

様の選択を行った。

なお，当該工事は1S09001の認証対象工事であり，施

工会社は専門工事業者として平成11年7月19日に認証

を取得した。

工事概要

■所在地：群馬県太田市菅野町7870
■発注者：太田市水道局
■防水面積・ドーム部， 664.6吋

歩廊部 ：67.0吊

合計， 725.6ポ

■施工：カワナベ工業
■完工： 7999年8月
■防水仕様 ：ドーム部 ，ウレタン密着工法無機系仕上

歩廊部：ウレタン密着工法高耐候仕上



［品川区立伊藤小学校＜改修＞

校庭がせまいため，屋上でも学童が活発に運動出来ることが条

件とない仕様検討が行われた結果，耐候性・耐久性に優れて

いる点からウレタン防水が選定された。改修工事として施工さ

れ,10年経過した現在も異常なく健全な機能を保持している。

京都コスモビル駐車場＜改修＞

工事概要

■所在地：京都市

■所在地：東京都品）1|区
■防水面積： 7,500吋
■設計監理：品川区役所総務部営繕係
■完工： 7989年7月

■防水面積： 3,300吋
■完工 ：1994年

当駐車場では計画段階で耐摩耗性，耐久性，メンテナンス性，さらに荷重等も考慮されウレ

タン防水工法の採用が決定した。
■施工：大成建設

施工後 5年経過した現在，駐車場は問題なく使用されている。



【醒運硬ftウレタン】
蛇の目ミシン工業高尾工場＜改修＞

工事概要

■所在地・東京都八王子市
■防水面積： 1.450可
■完工 ：1998年2月
■施工 ．DSC

工場床の改修工事ば 作業日内に工事を完了する速乾性可室内工事ゆえの無溶剤性，そして仕上層にはフォ ークリフトの

走行 ・荷揚げ作業に耐えられる耐摩耗性 ・耐衝撃性が求められる。

また，エポキシ樹脂では対応できない耐クラック追従性を備えていれば防水性も期待できる。

超速硬化ウレタン吹付け施工の硬質ウレタンはこのような条件をクリアーし防水性を有する材料・ エ法として採用された。

［超純水宇宙線検出装置水槽防水工事＜新設＞

B部

A部

集水ピット

工事概要

■所在地：岐阜県上岡町 ■防水面積． l.500吊 ■完工： 7999年4月

宇宙からの「ニュート リノ」を検出する極めて特殊な施設である。

山中にある廃鉱跡の岩盤を掘削して造った巨大空間で， ニュートリ ノ検出装置は，その空間に満たされた超純水のプール

の中に設置される。

当然超純水の流出を防ぐ処置が必要とされ q ここに超速硬ウレタンスプレーエ法が採用された。掘削面に直接不織布を

張り付けてからスプレー施工を行ったもので可 下地形成の手間も省かれ土木防水の分野でも大きな評価を得ている。



横浜スタジアム・スタンド防水改修工事＜改修＞ I

p
 

プロ野球ファンにはお馴染みのベイスタ ーズ

のホームグラウンド。横浜の中心街に位置し，

市役所・中華街も至近距離。従って，当該工

事にはエ期の短縮と同時に周辺への配慮から

臭いを出さない材料・エ法が求められた。

q また，スタンドの下に居室があるため防水性

能の点でも高性能，高耐久性が要請された。

このような諸条件に応えられる仕様として屋

上駐車場防水床で多くの実績を持つ汎用ウレ

タンと硬質ウレタンの複合工法が適用された。

工事概要 ■所在地 ：横浜市
■防水面積 4,600吊
■完エ 1999年2月
■施工清水建設

1人エスキー場「ザウス」金属屋根改修工事＜改修＞ l

工事概要

■所在地．千葉県船橋市 ■完エ 7999年9月
■防水面積 •75,600団 ■施工 三井不動産建設
■施主・三井不動産

金属屋根面の防錆対策として超速硬化ウレタンスプレーが採

用された。金属の熱膨張に耐え，かつ耐候性に優れた塗膜材

として評価されたものである。また，速硬化のた似屋根面

の複雑な形状にも対応することから吹付による均一の塗膜

が形成された。



工業会歴代会長

代 期間

l 昭和44年

2 45 ・ 46年

3 47年

4 48年

5 49年

6 50年

7 51年

8 52 ・ 53年， 54 ・ 55年
10 56~58年

l l 59年

12 60～平成3年

13 平成4年

14 5 ・ 6年

15 7年～

我が国におけるウレタン塗膜防水の歴史は． 1960年

代半ばに始まる。その現在までの過程は．開発・上市

され．存在をアピールし始めた「れいめい期」，試行錯

誤的に実績を伸ばし始めた「普及期」，認識向上にとも

ない数量面での伸張をもたらした「需要拡大期」，そし

て，防水材としての地位を確保するとともに他防水工

法との差別化を図りつつ付加価値を高め，独自の道を

歩み始めた「用途拡大・充実期」の4段階に大きく分け

ることができる。小池教授の指摘（本誌22号， 1998.12)

によればこの間の材料•エ法は ． 「防水材料単独または

補強材との併用」（第1世代），「通気緩衝シートとの併

用」（第2世代），「防水性を保持したシートとの複合エ

法」（第3世代），「超速硬機械吹付工法」（第4世代）の4

世代に分類される。それは様々な試練や課題と遭遇

しながら，ウレタン塗膜防水の持つ特性を追求して行

われてきた改良・開発のステップアップの過程である。

それらの成果が信頼性の向上をもたらし，時代のニー

ズに対応した防水工法としての評価を確立し現在に至

っているといえるだろう。ここではそうした活動の

原動力ともなった当工業会の30年の歴史を中心に建築

業界の変遷と合わせて『ウレタン塗膜防水年代記」と

してまとめてみた。

会長名

高橋 重道 （日本ポリウレタン（樹）

手島幸雄 （保土谷化学工業（樹）

俵木 滋 （日本ラィヒホールド（樹）

緒方俊夫 （三井東圧化学（樹）

秋田 一雄 （武田薬品工業（樹）

大家康司 （日本ソフラン化エ（樹）

柴田 和夫 （三洋化成工業（樹）

久坂 勉 （第一製薬工業（樹）

箕輪 敏（三井日曹ウレタ ン（樹）

平野 功 （保土谷建材工業（樹）

増淵 義一 （保土谷建材工業（樹）

江口 愛吉 （ディックプルーフィング（樹）

西川 捷ー （三井東圧化学（樹）

大津山峻茂 （三井東圧化学（樹）

三浦慶政 （（樹ダイフレックス）
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ウレタン塗膜防水年代記

年代 日本ウレタン建材工業会 官公庁・学会・建築業界の動き

●塗膜防水工法が登場し，タールウレタンとノンタールウレタンが並行して試用開始され，それに先行して | 
昭和40 ネオプレン／ハイパロンなどのクロロプレン系，そのほかもエマルション系としてアクリルスチレン及び

II 
黎
年前後 アクリル酢酸ピニル共重合，反応硬化形樹脂としてエポキシ樹脂が用いられ，さらに高猿度ゴムアスファ

ルトエマルション防水の研究と実用化が進められた

闊44年 ●日本ウレタン防水協会（以下，協会）発足 ●建築基準法改正公布(RC造のせん断補強強化）
(1969) 

45年 • ウレタン防水普及のための講習会開催 ●日本住宅物流センター発足

(1970) ●協会標準仕様苫刊行

46年
●PR用リーフレット「ウレタン防水の案内」刊行 ●改正建築甚準法施行

(1971) 
• ウレタン防水材の品質と施工をテーマに座談会開

I 催

●「建築用ウレタン塗膜防水工事標準仕様書」刊行， • 防水工事が職種認定（建設省）

47年
関東，関西で説明会開催 ●労働省職業訓練法施行規則の改正により

| I (1972) 
「防水施工科」が追加指定

普 48年 • 上記仕様書「解説」刊行 ●工業化住宅性能認定規定発表（建設省） I 
盈
(1973) 

49年
• 防水技能検定制度に協力 ●建設業法改正により登録制から許可制に

●優良住宅部品認定制度発足
(197 4) 

• 全国防水工事業団体連合会（全防連）設立

50年
●屋根防水用塗膜材のJIS原案作成 | 

(1975) ●労働省認定職業訓練教科書「防水施工法」の作成に
協力

●全国塗膜防水工事業団体連合会（塗膜工連）設立

51年 • 第 3 期住宅 5 カ年計画決定

＇ 
(1976) 

• 協会事務所を東京都港区新橋に移転 ●防水施工技能検定（アスファルト防水）第1回実施， l 
52年 初の「防水技能士」誕生（労働省）
(1977) 

●塗り床や舗装材も含め日本ウレタン建材協会（以 ●建築学会春季大会「建築防水をとりまく諸問題」

53年
下，建材協会）と改称 がテーマに

(1978) ●JIS A 6021認定商品上市 • ウレタン塗膜防水技能士誕生（労働省）
●JASS 8改定，解説文の作成に協力
●通気緩衝工法(DD工法）上市

54年 ●建材協会設立10周年記念行事挙行 ●住宅・建築省エネルギー機構発足
ヽ

(1979) 

＇ 
●建材協会PR用会章デザイン決定 • 新耐裳設計法公布

55年 • ウレタン建材工事に関する安全指針を作成 ●建設業近代化モデル計画で防水工事が対象業種に

(1980) （建設省）

●住宅性能保証制度（建設省）発足

●「塗り床施工指針」を作成 ●住宅・都市整備公団（前身 ・日本住宅公団）発足

期 • 4 会連合協定「工事請負契約約款」改正

56年
(1981) 

●建設省総プロ「建築物の耐久性向上技術の開発」 ●建設省総プロ作業本格化

に参画，ウレタン塗膜材の「耐ムープメント性の • 全防連「防水保証基本契約約款」発表

57年 研究」に関して東工大・小池研究室と共同研究 • プレハプ建築協会が自主管理基準を改訂し低層

(1982) プレハプ住宅の防水保証10年に

58年 ●改修工事標準仕様WGを設醤作成作業を開始 ●建設省建築施工管理技士制度公布

(1983) ●保証制度住都公では防水10年外壁7年



規格・仕様類 主な建築物 世相

●霞が関ピル (S43) • ケネディ大統領暗殺 (S38) 
• メキシコオリンピック開催 (S43) 

●人類，月面に立つ

●JASS 8防水工事（案）発表（日本建築学会） ●世界貿易センター ●万国博，大阪で開催

ピル ●よど号事件発生

・只王プラザホテル ●沖縄返還交渉成立

• ドルの急落で円切り上げ， 308円

●JASS 8防水工事（第 1版）発行（日本建築学 • 元日本兵横井庄一氏，グアム島ジャングルで
会） 発見

I 
• ミュンヘンオリンピック開催
●日中国交回復

●日本列島改造論

I • 石油ショック， トイレットペーパーなど買い
溜め

• 住友ビル ・ 新宿三井 • フィリピン ・ ルバング島で小野田元少尉発見

ピル• KDDビル • ニクソン大統領辞任

●「屋根防水用塗膜材」のJIS化着手（通産省） ●英エリザベス女王来日

●沖縄海洋博開幕

●JIS A 6021屋根防水用塗膜材公布 （通産省） ●毛沢東主席死去

| 
●田中前首相逮捕

• モントリオールオリンピック開催
• カーター氏米大統領に当選

●JASS 8防水工事に塗膜防水の組入れが決定 ●政府，領海12カイリを決定

（日本建築学会） • ソ連200カイリ漁業専管水域を決定
• 北海道・有珠山大噴火

• 池袋サンシャイン60 • 伊豆大島近海地震発生 (M7O) 
●成田空港開港

●植村直巳氏，単独で北極点到達

• 宮城沖地震 (M7.5)
●日中平和友好条約締結

• JASS 8防水工事改定原案発表（日本建築学会） • 新宿センターピル ●米中国交正常化

I • イランで米大使館人質事件発生

• 大平首相死去
• モスクワオリ ンピック開幕
• イラン・イラク戦争勃発
●米大統領にレーガン氏就任

●JASS 8改定版発行， 4節塗膜防水が新制定 • ポートピア '81 開幕（神戸）

| （日本建築学会） • スペースシャトル「コロンピア」打ち上げ

●建築工事共通仕様書56年版発行（建設省） 成功

I 
●台湾 ・遠来航空機墜落，向田邦子さんら110

人死亡

• 北炭夕張事故発生

●建築工事施工監理指針56年版発行（建設省） • ホテルニュージャパン火災事故で死傷者61 人

●建築防災協会「外壁タイル張りの耐震診断と • 日航機DC8 型，羽田沖で墜落，死傷者61 人

その対策」まとまる ●英国とアルゼンチンが本格的軍事衝突

I 
●イスラエル軍， レバノン侵攻

• 長崎県で集中豪雨，死 ・ 不明者329人
●ソ連プレジネフ書記長死去

• ALC構造設計基準改定 • 赤坂プリンスホテル • NHKテレピ「おしん」放送開始

• フィリピン，アキノ氏暗殺



●建設産業専門団体協議会発足
58年 ●民間でも防水保証長期化へ
(1983) 

I 
●工事施工部門を分離「日本ウレタン建材工業会」 • 日本住宅リフォームセンター設立 I 

59年 （以下， NUK) に改称 • 発足 • シーリングが雑工事から防水工事に格上げ | 
(1984) （建設省共仕）

• BCS防水研究委員会が防水附選定手法を発表・講演

●「いまなぜウレタンなのか」発刊 ●通産省，集合住宅用新材料開発組合設立

●建設省総プロ「建築物の耐久性向上技術の開発」 • ⑱マンション管理センター設立

60年 成案に協力 • 高住協，マンション保全診断センター設立

(1985) ●建研，総プロ成果概要発表

●JASS 8改定作業に参画 • 日本建築学会JASS 8普及講習会全国で開催
I I 

• 日本建築センターが作成する「屋根防火研究委員 ●集合住宅の防水も長期保証へ（圃住宅登録機構）

61年 会報告」のとりまとめに協力 • アクリルゴム系塗膜防水技能士誕生

(1986) ● 「下地材処理剤の評価試験方法」に関する研究を
実施

＇ • ウレタン塗膜防水工事部位別標準工法発刊

●官民連帯共同研究「外装材維持補修工法の開発」で ●官民共同研究「外装改修技術開発推進委員会」発足

「ウレタン塗膜防水による屋根の補修，改修指針 • 全建連調査，技能エ，資材不足全国的に

62年
の開発」をテーマに研究開始

用途拡大・充実期

(1987) 

●JIS A 6021改正作業，外壁用塗膜防水材の新JIS作 ●日本建材産業協会設立
I 

成に参画 • トーチェ法ルーフィング工業会発足

63年 • 日本建築学会 「合成高分子系床仕上施工指針」作成 • 全国外壁補修工事業協同組合連合会発足
(1988) に協力

●事務所を東京都港区芝浦に移転

●20周年記念式典挙行 ●業界各団体，消費税外枠表示方式で統一へ

闘
●日本建築仕上学会設立

＼ (1989) 

●群馬県建築士会で講習会開催 ●外壁防水施工団体協議会設立 , I 

2年 • 神奈川県・千葉県建築士会に入会 ●建設省官民連帯共同研究参画「外装仕上げおよび

(1990) ●建設省 ・梧原工事検査官講師に講演会開催 防水の補修 ・改修技術」発刊

| 

• 千葉県建築士会で講習会開催 ●産業廃棄物関連問題が重視

3年
●「ウレタン塗膜防水施工マニュアル」発刊 ●通産省でヒャリング，団体懇談会 | 

(1991) • 神奈川県建築士会で講習会開催 •曲全国防水工事協会（全防協）設立
●郵政省建築部で説明会開催(2回）

l 

●JASS 8性能評価試験法への参画 ●全防協法人化設立披露宴開催

●非破壊厚み測定法の検討 ●省エネ法改正で住宅省エネ基準改正告示

●官公庁建物修繕措置判定手法WG参加 i 

4年
(1992) 

●日本建築学会大会に参加， NUK論文発表 ●住宅性能保証制度，共同住宅にも適用枠拡大

5年 • PR誌「21世紀へ飛翔」発刊

(1993) ●製品安全データシート案作成
• 安全 ・ 産廃WG発足



• 大韓航空機撃墜事件発生
• レーガン米大統領来日
●田中元首相有罪判決

• パソコン ・ ワープロが急速に普及

• 仕上塗材JIS改正公布（建設省） ●江崎グリコ社長誘拐事件発生

●植村直巳氏マッキンリーで消息絶つ

• コンクリート中性化（劣化）が社会問題化
• ロサンゼルスオリンピック開催

●総プロ成果を反映した改修設計指針まとまる • 新国技館 ●つくば万博始まる

●建築工事共通仕様苫60年版発行（建設省） • NIT, JT発足
●JASS 8改定原案発表（日本建築学会） ●男女雇用均等法成立

●豊田商事 ・永野会長惨殺

I 
●日航ジャンポ機墜落520人死亡

• メキシコ大地震発生
• 阪神21年ぶり優勝

●施工監理指針60年度版発刊（建設省） • アークヒルズ • スペースシャトル爆発
●建築改修設計指針発刊（建設省） • マルコス政権崩壊
●保全工事共通仕様古61年版発刊（住宅 ・都市 • チェルノブイリ原発大事故発生
整備公団） • チャールズ皇太子，ダイアナ妃と来日
●JASS 8改訂版発行，下張り緩衝工法が採用 • 土井社会党委員長誕生

• 三原山大噴火，大島島民避難
• 円高続き 1 ドル 150円台に

●外壁塗膜防水材JIS化作業箔手（通産省） • 東泉ドーム • NTI株上場

• コ ンクリー ト ひび割れ対策指針改正（コンク • 本四連絡橋 • 三井物産若王子支店長解放

リート工学協会） • 国鉄分割，民営化

●総プロ普及用技術指針刊行（建設省） • 石原裕次郎さん死去
●利根川博士，ノーベル医学生理学貧受質

• 大韓航空機行方不明「真由美」韓国へ移送
• 韓国大統領に慮秦愚氏当選

• 高知学芸翡校生， 中国上海市で列車衝突事
故に見舞われる

• JR津軽海峡線開通
●瀬戸大梱開通

●ソウルオリンピック開催

●消費税法案強行採決

• JIS A 6021改正 「屋根用塗膜防水材」公布 ●東京都庁舎 • 天皇陛下崩御，元号は平成に決定

• 建築工事共通仕様書平成元年版発行（塗膜防 ●「ベルリンの壁」崩壊

水の仕様が充実） （建設省）

• 住宅 ・ 都市整備公団保全工事共通仕様苫（平
成元年版）にウレタン塗膜防水が採用（住宅 ・

都市整備公団）

I 
• 建築改修工事共通仕様害作成に箔手（建設省） ●建設業界は好況で推移

I 
• JASS 8改定検討に入る（日本建築学会） • ドイツ連邦共和国が誕生
●文部省 ・厚生省・防衛施設庁でウレタン防水 ●イラク軍クエートに侵攻

仕様を採用

• JASS 8防水工事（案）作成（日本建築学会） • 平成景気に翰りが出始める

●建設省改修仕様作成へ（防水・床） ●湾岸戦争勃発

I ●住宅・都市整備公団「超速硬化ウレタンメー ●雲仙・普賢岳大規模火砕流発生

カー」を認定 • ソ連共産党解体，主権国家連合へ
●郵政省でウレタン防水仕様を採用

●建設省建築工事施工監理指針改定作業培手 • ランドマークタワー • バルセロナオリンピック開催
●建設省建築改修工事共通仕様因（平成4年版） • クリントン米大統領誕生

発刊 • 国内経済バプル崩壊，不況に突入
●住宅 ・都市整備公団，保全工事共通仕様書

（平成4年版）発刊，階段床改修に超速硬ウ

レタンが採用

• JISA601 3 改質アスファルトルーフィング
制定

●建設省建築工事共通仕様書（平成5年版）及び • 福岡ドーム • 宮沢内閣退陣，細川内閣誕生， 55年体制の
同建築工事施工監理指針を発刊 崩壊

●JASS 8 (1993)改訂版発刊（日本建築学会） ●バプル崩壊と記録的な長雨，冷害により不況

が続く



I 5年
●総プロ，防水材料屋外暴露10年目の調査検討

(1993) 
●建築学会防水ピデオ作成協力

• 東工大に塗り床滑り試験委託

＇ • 神奈川県・千葉県建築士会を退会 • 日本建築学会「防水工事運営委員会」 に 「複合防水 I 

●産業廃棄物処理調査結果の報告 工法小委員会」設置

6年
• バンフレット 「安全指針」発行 • ハートピル法制定

(1994) • PL法対策を検討
• 日本建築学会防水材料性能評価試験法の追加試験
に参加

• 日本建築仕上学会に調査依頼（下地水分管理の調査）

●日本建材産業協会に加入 • PL法（製造物責任法）施行 I 
• PL法対策ガイドライン作成 ●耐裳改修促進法施行

| 7年 • MSDS （安全データーシート）の集約整備
(1995) • 松坂屋建材店で PR会開催

●「塗り床ハンドプック」発刊

• 阪神 ・ 淡路大猿災屋上防水被害状況調査に協力
I I 

●ISO 9000sの検討 ●通産省KISSプロジェクトを推進

8年
●「ウレタン塗膜防水マニュアル」改訂版の審議 • 阪神 ・ 淡路大震災から一年， 日本建築学会などが

I ●産業廃棄物対策の推進 公開シンポジウム開催
(1996) 

• 郵政省建築部が施設部と名称変更
●建設省・郵政省がVE導入検討開始 I 

●「ウレタン塗膜防水施エマニュアル」改訂版発刊 ●通産省KISSの試験実施
●産業廃棄物対策の検討 ●JISゼロ見直し

9年
●建築審議会が “21世紀を展望する建設行政のあり

(1997) 方＂について建設大臣に答申

I 

• 都道府県へのウレタン建材PR活動 • 建築基準法改正，性能規定の導入 i 

• JIS A 6021改正作業への参画 • KISS実用化への準備開始
●建築改修工事共通仕様書，同監理指針改訂への参画 ●建築学会防水層耐久性能評価試験法の試験開始

10年 ●建築学会防水耐久性能評価試験へ参画

(1998) ●JASS 8改訂作業開始，参画
• ウレタン防水材出荷量は過去最高記録を更新

• NUK創立30周年パーティ開催 ●住宅品質確保促進法成立

11年 ●JASS 8改定作業参画 • 公共建築工事標準仕様書（仮称）用資料収集開始

(1999) • 住．都公団が改組し都市基盤整備公団発足

I 

， 

’ 
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! ●皇太子殿下，雅子妃「結婚の儀」

• 建築保全業務共通仕様書改訂（建築保全セン • 関西国際空港 ●細川内閣退陣，羽田内閣誕生

ター） ●羽田内閣退陣，村山内閣涎生

• 平成不況は予想外に長引く

●JIS A 6021改正 • 阪神 ・ 淡路大震災発生
●外壁用塗膜防水材TR審議（エ技院） • サリン事件発生による社会不安
●建設省建築工事共通仕様書（平成5年版）の • 不良債権拡大等による金融不安

I 

見直し朋始 ●依然として経済不況が続く

• 「外壁用塗膜防水材」 TR A 0001（標準情報） ●住専問題，金融不安発生

| 
制定 ●村山内閣退陣， 橋本内閣誕生

●建設省建築工事施工監理指針の見直し作業開始 • クリン ト ン米大統領再選
• 建設省建築改修工事共通仕様芯（平成 9 年版） • アトランタオリンピック開催
の見直し作業開始 ●官僚汚職の波紋拡大

●建設省建築工事共通仕様書（平成9年版）発刊 • 大阪ドーム • 中堅ゼネコン倒産
• 建設省建築工事施工監理指針（平成 9 年版） ●名古屋ドーム • 北海道拓殖銀行， 山一証券倒産

発刊 • 東南アジア通貨危機発生
●郵政省，文部省建築工事標準仕様書の改定に • 大蔵省， 日銀の官僚賄賂で逮捕
培手 ●企業不祥事多発

• 防衛施設庁建築工事共通仕様也（平成 9 年版） ●冬季オリンピック長野大会開催

発刊，超速硬化ウレタンを採用

●郵政省建築工事標準仕様書（平成10年版）発刊 ●小渕内閣発足

• 文部省建築工事標準仕様書（平成10年版）発刊 • 平成不況の深刻化
●厚生省建築工事標準仕様書（平成10年版）発刊 • 24兆円の緊急経済対策
●住 ．都公団保全工事共通仕様讃（平成10年版） • 日伯銀倒産，長銀経営破綻

発刊 ●横浜ベイスターズ38年ぶりに優勝

• 建設省建築改修工事共通仕様害（平成10年版） • アジア大会バンコックで開催
発刊 ●失業率過去最高を記録

• 住宅着工件数 120万戸を割る

●建築改修工事監理指針（平成10年版）発刊 ●品川インターシティ • 最気底入れ感

I 
• TRA 0001との統合を図りJISA 6021改正案 ●朱協（トキ）人工孵化成功

答申

• JASS 8改定作業進捗
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リフォームから新築まで
ウレタンのすべてを解りやすく解説！

ゥレクツ琶訊防水詞工
建築ニーズの多様化からますます評

価を高めているウレタン塗膜防水が

登場して約30年。しかし、安易な捉

え方ではせっかくの特性を生かし切

れないのが防水の難しさ。‘現爆か

らの視点にウエイトを置きそのポ

ィントを第三者にも解り易く記述し

た実務的マニュアルです。

平成3年の初版から7年を経過し、

この間建設大臣官房官庁営繕部監修

「建築工事共通仕様書」も2回改定さ

れました。当改訂版は、こうした情

勢の変化にも対応したものです。

第 1章 ウレタン塗膜防水の概要

第2章 ウレタン塗膜防水用材料

第3章防水仕様

マニュアル
一改訂版一

監修：小池迪夫
千葉工業大学教授 東京工業大学名誉教授・エ博

著者：日本ウレタン建材工業会

85判 144頁 2,500円 （送料，消費税別）

ゥレタン薗鵬輝Iマニュア9b
改訂版

',．． 9̀“9.内
•,C.'"'.. " .. 
監修小池辿K
日本ウレタン廷材工箕会担

第4章 下地の点検と既存防水層の診断

第 5章施工

第6章施工用機械および工具

第7章納まり

資料編

お問い合わせ•お申し込み

'z:::株式会社テツアドー出版

l株式会社テツアドー出版 〒165-Oーり匹6 束京都中野区新井l-34-14 PHONE 03:3228-3401 1 

-48-



地球上の生物は全て母なる海から産まれました。

今の私たちに海の中で暮らした記憶など残っている

わけは無いのでしょうが，人は母親の体内で海の中

に似た環境で育ち，その体内に小さな海を持って生

きているといいます。海を持つことができた天体は

ごく限られており，幸運にも海を持つことができた

おかげで地球は青い美しい星となったばかりか，高

等な生物の存在が可能となりました。海は果てしな

い過去の記憶と同時に，大きな意味を持ってわれわ

れ人類に関わりつづけているようです。

私は子供の頃から夏が好きで，ゴールデンウィー

クともなるとその夏にも似た強烈な日差しの下で心

がうきうきと弾むのを押さえられません。子供のこ

ろの夏休みの楽しさが心に残っていて，中年になっ

た今も夏になるとある種の開放感を感じているんだ

ろうと思います。

特に夏休みに海で過ごした記憶が鮮明に心に焼き

付いていて，熱い砂，入道雲，浮き輪，かき氷，葦

簾張りの海の家，冷えた西瓜…と夏らしい景色の記

憶は全て海に結びついています。もっとも私の子供

時代に家族が毎年行ったのは琵琶湖であり，正確に

は海ではありません。でも小さな子供にとって琵琶

湖の大きさはまさしく海を思わせるもので，記憶に

残る琵琶湖の景色に対岸はなく水平線が広がってい

たように思います（絶対思い違いですが）。船旅の機

会などまず無かった子供時代に，大津から近江舞子

までの遊覧船の旅は白いペンキも眩しくまさしく船

旅でした。出港の合図とともに船が桟橋を離れる瞬

間を舷側から身を乗り出すように眺めていました。

都市基盤整備公団 関西支社技術監理部 阪奈工事事務所所長

この頃の体験が，夏が好き，海が好き，といういさ

さか子供っぽい今の性格に大きな影響を与えている

と思います。

日本は周囲すべてを海に囲まれ，長い長い海岸線

に恵まれ，自ら海洋国家と名乗っています。世界有

数の工業国となった今， エネルギー・原材料 ・食料

を海路に頼り，生活の糧となる工業製品をも同じく

海を通じて世界中に輸出しています。海とうまく付

き合えないなら，明日の食事すら党束ない，まさに

海に頼って成り立っている国家です。ところがほん

とうに日本人は海洋民族かと聞かれると答えに窮す

ることとなります。海運に頼る国であり，民族とし

ていっぱい魚を食べるから，海で暮らす人の数は結

構なものです。ところが一般の人はというと，海と

付き合うといえば海水浴程度というのが殆どではな

いでしょうか。波打ち際で遊ぶのは海と付き合うと

は言えないのではないでしょうか（一般的には水遊

びという）。最近ようやくマリンスポーツが定着し

つつあり海で遊ぶ人たちが増えてきましたが，まだ

まだ社会的に認知された遊びとは言えないようです。

私も社会人になるまでは水遊びの経験しかなく，

海で遊ぶことなど考えもしませんでした。入社早々，

結婚の話が具体化したころに上司からあるアドバイ

スを頂きました。「今思い付く遊び全てに手をつけ

ろ。結婚後何かの遊びを始めるには必ず奥さんの承

諾が要る。結婚前から始めていた遊びには既得権が

あるから奥さんも何も言わない」貴重な先紐のアド

バイスとばかりバイクを買い，ゴルフの練習を始め

たころ，その上司から 「今度の週末にヨットに乗ろ
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う！」ー一これが始まりでした。

上司は大学時代からヨットに乗り，会社のメンバ

ーを誘ってヨットに乗っていたのですが，当時エン

ジンのメンテナンスが出来ずに困っていたそうで

す。私は学生時代に車で遊ぶことを覚えたので， エ

ンジンのメンテナンスぐらいなら何とかなる， とい

うことで“機関長＂として迎えられたのでした。

お金がかかる，船酔いする，というのが私の持っ

ていたヨットに関する知識の全てでした。お金は心

配していたようなことはなく，仲間でお金を出し合

えばなんとかなる金額（ゴルフより金はかからない

…年間維持費は国産の中型車をモータープールを借

りて乗るのとほとんど変わらない）でした。船酔い

も最初は戸惑いましたが，何回か乗って体が慣れれ

ば大丈夫なことが分かりました。ちなみに船酔いし

ない人間は殆どいないそうです。三半規管が正常で

あれば必ず酔うし，体が慣れれば酔わない。釣り具

やさんで売っている酔い止めのバンドも効果があり

ました。（でもいまだにフェリーに乗ると酔います

…揺れ方が違うんでしょうか）

乗ってみてまず驚いたのは人間の知恵の素晴らし

さ。ヨットの上はなんとも不思議な道具ばかり。ど

れもが実に単純で簡単な仕掛けなのですが，説明を

聞いてみると全てがとても合理的な発想で作られて

いる。エンジンはといえば重くてやかましくて馬

カの小さなディーゼルだけど，電気系が水で故障し

ても回りつづけるし，燃料の消費量が驚くほど少な

く，火災の危険性が高いガソリンを積まなくてもい

い。主動力の推進装置といえばたった 2枚の布で出

来た三角形のセール（本当はもっといっばいあるん

ですが）。その簡単な仕掛けで風を捕らえ，波を切

り，何と風に向かって安全に走るから駕きです。も

っとも，簡単な仕組みだからこそ故障した時に海の

上で（素人でも）修理できる，単純だからそもそも故

障しにくい。簡単な道具と有り合わせの材料で修理

できることは，大袈裟に言えば命を預ける船にとっ

て最も大切な事なのです。ヨットの上での技術の進

歩とは，いかに頭を使って簡単な仕組みにするかの

ように見えました。理科系の私にとってこれは目か

ら鱗が何枚も落ちるような経験で，まず第一番に機

械として（というほどのものではない）の完成度の高

さにのめり込んでしまいました。教えられたのは道

具だけではなくて家事も一通りマスターしました。

ョッ トで遊ぶ人間と結婚すると奥さんは楽が出来る

（らしい）。船の上では，掃除，洗濯，炊事，後片付

け，裁縫と一通りの家事が必要になり，いつの間に

かそれなりに何とかこなすようになります。一人で

放っておいても何とか生活できるようです。

次はやはりセーリングの魅力。ヨットは風で走る

乗り物だから適当な風さえあればすぐにエンジンを

止める。音がしない，ディーゼルの排気もにおわな

い。船首（バウといいます）がたてる波の音とともに

文字どおり滑るような走りをします。このままどこ

までも走っていきたいと思う人が何人もいて，時々

太平洋を渡ったり，世界一周をやったりする気持ち

が分かります。大きな空と見渡す限りの海（瀬戸内

海ではちょっと無理ですが）の中にいると心がどん

どん膨らんでいくような開放感に包まれます。また

太陽の下で心地よい風を受けながら飲むビールは最

高です。それまで飲めなかった酒もヨットで党えま

した。ちなみに昔の船には冷蔵庫が無かったのでビ

ールは全て氷で冷やして，冷蔵庫で冷やしたビール

デッキ全景
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デッキの上での宴会

が生ぬる＜思えて困りました。気の合う仲間とわい

わい騒ぎながらあっという間に一日が終わります。

夜の航海も危険度は増しますが，素晴らしく美し

いものです。航海灯を灯けたマストの上は満点の星

空，航跡（ウエーキ）は刺激された夜光虫が長く光っ

ていて，空と海の境も判然としない不思議な空間の

中を走り続けます。舵を取るもの（スキッパー），見

張り（ワッチと発音します）と，セール係（バウマン）

の他に食事当番などの夜間作業は交代制で， 4時間

作業すれば寝ようとか一応当番制を組みます。とこ

ろが，天気がいいと誰も寝ない。結局朝までデッキ

でがんばるメンバーが続出し，次の日はデッキでご

ろ寝となります。

それにもまして魅力的なのがスピード（せいぜい時

速10kmですが）。 仕組みが単純なだけに同じ船が同

じ条件で走ってもスピードに差が出る。これは乗り

手の技量の問題であって，アクセルを踏めばスピー

ドが出て，ブレーキを踏めば止まるといった高等な

機械ではないから余計むきになって乗りこなそうと

する。セールは飛行機の翼と同じ理屈で船を引っ張

るから，セールをいかに効率的な形に保つかが腕の

見せ所となります。セールには何個所かシート（ロ

ープのようなもの）がついていて，その引っ張り加

減を調節することでセールの形が微妙に変わりま

す。常に風と潮を読み，目的地に向けて最良のコー

スを考える（潮の流れや風向きによって最短距離が

最も早いわけではない，最短時間で行けるコースを

考える）。コースが決まれば後はセールのセッ トに

神経を使う。マストの風見で風向きを読み，水面の

変化で良い風の吹いているところを探しセールを調

整する。良い風が吹いている時は結構スポーツをや

っている気になります。

また気の合う仲間が居るとヨ ットの魅力は何倍に

も膨らみます（ヨッ トだけではありませんが）。 一人

ではなかなか動かせないので気の合う仲間と乗るこ

ととなりますが，天気がいいとホラ話や噂話のにぎ

やかなこと（ヨットの上での会話は船から下りると

全て忘れることがルールです）。風が強くて港から

出られない日などはキャビンの中で宴会が始まりま

す。

その次の楽しみは漁港探し。名前も分からないよ

うな漁港で，銭湯を探し，漁師さんが行く酒場で安

くて旨い魚を食べ，岸壁の上で夜が更けるまで2次

会。氷や魚（漁師さんから分けてもらうと驚くほど

安い），銭湯，燃料というものは漁港なら簡単に手

に入ります。また一晩泊める＜ らいならお金も要ら

ないし，至る所にあって風と波から船を守ってくれ

るから，泊まるなら絶対漁港がお勧めです（朝早く

から活気付くのが欠点ですが）。気に入った漁港を

見つける度に行動範囲が広がっていき，今では瀬戸

内海から太平洋まで足を伸ばしています。

ところでヨッ トというものは風だけあれば走ると

思われているようですが，氷とアルコールが無けれ

ば絶対港から出ません（うちの船だけかもしれませ

んが）。

お気づきかもしれませんが今までの話には全部

“天気がよかったら’'という注釈がつきます。日本

の近海では3日に 1回程度低気圧が通り，穏やかな

快調に走る（中央は筆者）
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滑る

海がそう続くことはありません。陸の上では木の葉

が騒ぐ程度の風でも小さなヨットにとっては結構ハ

ードな風です。波頭が白く砕け始める（ウサギが飛

ぶという）と総員体制（オールハンズ ・オン ・デッキ）

となり，船には緊張が走ります。セールを小さくし

て受ける風を減らし，動くものはすべて縛り付け，

雨具とライフジャケットとハーネス（安全帯みたい

なもの）で武装して準備完了。風を受けて40度近く

傾く（ヒール）デッキの上で，見えない目的地を0兒み，

波しぶき（スプレー）をかぶりながら舵輪（ラット）

を握っているとき「俺は暇と金を使って何をしてい

るんだ」と思うこともあります。でも長い長い（と

本人が思うだけですが）航海が終わり陸に上がると

「さて今度はいつ乗ろうか」。緊張感も楽しみに変わ

るようです（後になってからですが）。

旧日本海軍の言葉ですが‘‘頭より先に船やるな”と

いうのがあるそうです。常に状況の変化を先に読ん

で予め備えよ，決して状況が変化してから慌てるな，

という意味で，天候が急変してから慌てるようでは

命が一つぐらいじゃ足らないということでしょう

か。

ョットに乗り始めてもう20年にもなりますが， 自

然と付き合う遊びなので，その恐ろしさと美しさ人

間の小ささが特に印象的です。自然の懐の深さに魅

せられるばかりでしばらく飽きそうにもありませ

ん。

工業化が進み，強力なエンジンと人工衛星を利用

した航海機器（そんなに大袈裟なものではなく，カ

ーナビと同じもの）で簡単に安全に海を渡ることが

出来るようになっても，風の力で走るヨットが無く

ならないのは，やはりその大きな自然に魅せられた

人間が大勢いることの証だと思います。瀬戸内海で

もイルカが船の周りを泳いだり，エイが飛んだり

（エイっと掛け声をかける・・・）， シュモクザメを見つ

けたり出来るぐらい自然は残っています。

自然の中で遊ぶとなると山と海ということでしょ

うか。山に比べれば道具を沢山使うヨットなんか自

然と付き合うという程のものではないと考えられる

かもしれません。でも山は技量に応じて選ぶことが

出来ますが，嵐は技量に関係なく襲ってきます。そ

こで生き残るためにはやはり自然を恐れ敬う気持ち

が大切であり，この気持ちが海にも山にも共通する

ものではないでしょうか。

その昔，ポリネシアに住み着いた人々は南アメリ

力から筏で太平洋を渡ったそうです。その子孫たち

はカヌーで南太平洋を自由に航海し，ついにハワイ

にまで達したそうです。彼らは星，雲，海流の他，

魚や海鳥の種類や行動，果ては水の色や味！などに

よって正確に自分の位置を判断し，目的地に行き着

いたということです。古代から伝わるこれらのポリ

ネシア式遠洋航海術の達人といわれる人に教えを乞

うたところ，様々な自然の変化を決して見逃さない

ことが基本であるが，最も大事なことは物理的には

絶対見えない目的地を見る能力だと教えられたそう

です。“心の目で見る”，剣豪小説の一節のようです

が“島は必ず見える”という信念がなければ必ず道

を見失うということです。荒れた海で舵を握りなが

ら目的地を0兒み‘‘心の目”で見ようとはするのです

が，今一歩修行が足りないのか，未だにコンパスや

GPSに頼っています。自然はまだまだ私に心を開い

てくれないようです。

ヨット乗りが，‘‘心の目で見て”,“頭より先に船を

やらず'’，なんて大層なことをいつも考えているわ

けではありません。ヨット同士がすれ違う時は“干

してあるビキニの数’'を張り合ったり，ビールが目

的地まで持つだろうかと心配したり，というのが日

常的なところです。もうちょっと高尚なところでは，
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体力のあるうちに南太平洋の島々をヨ ットで巡りた

い，とか地中海で美女とヨットに乗りたいぐらいで

す。昔，イタリアの美女をゲストで迎えた時彼女

は瀬戸内海に感激して“地中海よりずっと素晴らし

い”と言ってくれました（日本語で）。外交辞令が多

分に含まれているにしても，長期の休暇が難しいサ

ラリーマンとしては，美しい瀬戸内海をもっと楽し

んでみようと考えています（大阪近辺では難しいか

な）。私にとって海で遊ぶことを覚えて人生は楽し

くな りました。自然を恐れ敬う心が芽生えました。

環境問題なんて身近に感じることも少ないのです
淡路島沖にて

が，海に出てみると“自然を痛めつけるのは我々に 最近は豪華客船のクルージングも結構あるようで，

とって良くない＂と 言う単純なことが実感されます。 体力が心配な方でも船旅の機会はあります。ヨット

ながながとヨットの話を書きましたが，海とあま でなくても自然は同じように接してくれます。海の

り縁が無い方も，船酔いなんか恐れずに海に出てみ 素晴らしさ，自然の偉大さを知れば人生が変わるか

ませんか。堀江健一さんでも船酔いはするそうです。 も知れませんよ。

['““"nl 
技術を通じてより良い人間環境づく りを目指す

亭山工攀棒式含註
IIIt●許可●号 這誼大臣許可舅5222号／―..ii稟士事務所／寛京曇知事童11戴13393号

http://www.tokyoweb.or.jp/tyk/ 

本 社東京都千代田区富士見 1-11-21
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仙台営業所仙台市若林区若林5-10-21 
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西東京営業所 東京都八王子市鑓水1406
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ウレタン用硬化剤t2‘:2こ9フミミこノ
ポリウレタン用硬化剤“ビスアミン’'はすぐれた品質、親切な

テクニカルサービスで皆様から御好評項いております。

Cl Cl 

H2N CH2 

4,4'ーメチレンービスー(2ークロロアニ リン）

ピスアミン A . . . ... ◆ ••ウレタンエラストマー用

ピスアミ ン S ···.. .. 、 •ウレタン防水剤・床材・グランド材用

ピスアミン（液状品） ・ ・ ・・ ・ … •ウレタン防水剤・床材・グランド材用
（各種濃度と注文生産に応じます）

NH2 

●御一報下さればカタログをお送り致します。皆様の御意見をお待ちしております。

製造元禾n罰欠山精化工業株式会社

ー、

〒641-0007和歌山市小雑賀 1-1-82 云 (0734)23-3247 

発売元

応；舌材ケミカル株式会社

本 社 〒105-0001東京都港区虎ノ門3-8-21（第33森ピル） a (03) 3436-64 71 I代）

大阪支店 〒541-0048大阪市中央区瓦町3-4-8（アサヒピル） ff (06) 6204-1951 

名古屋支店〒460-0003名古屋市中区錦3-5-27（錦中央ピル） ff (052) 961-3171 
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ウレタン塗膜防水材は，開発され市場に出回り始

めてからしばらくは漏水事故が頻繁に発生しまし

た。

これはウレタン塗膜防水材自体の性能も不十分な

ものでしたが，防水機能を確保するために必要な工

法としての性能が，まだ十分に解明できていなかっ

たことが原因でした。それを集約すると次の①～⑤

のようになります。

①ウレタン塗膜防水材が硬化する過程で，下地亀裂

の挙動による破断等の欠陥が発生しないこと（伸

縮目地も含む）。

②ウレタン塗膜防水材が硬化した後に，下地亀裂の

挙動によって破断等の欠陥が発生しないこと。

③ウ レタン塗膜防水材に膨れが発生し劣化が促進さ

れることで，破断等の欠陥が発生しないこと（膨

れ自体も外観上の欠陥とされる場合がある）。

④ウレタン塗膜防水材が熱，水，紫外線の影響を受

け短期間に劣化することで，破断等の欠陥が発生

しないこと。

⑤ウ レタン塗膜防水材に摩耗，荷重，衝撃，擦過等

による欠陥が発生しないこと。

④，⑤のウレタン塗膜防水材自体の耐久性や機械

的性質については，保護用トッ プコートの開発やウ

レタン塗膜防水材を改良することにより比較的短期

問で改良されましたが，①,②，③の下地から発生

するウレタン塗膜防水材の欠陥に対してはなかなか

有効な解決策を見出すことができませんでした。

（現在使用されているガラスクロスを代表とする補

強材については，膜厚の確保および応力負担の機能

ウしタン防水技術解説シリーズ (2)

は有しているものの下地の亀裂に対する抵抗性やウ

レタン塗膜防水材の膨れに対して万全ではない）

下地の亀裂と膨れに対してようやく有効打が放た

れたのはウレタン塗膜防水材が開発されて約10年が

経過してからでした。

それは昭和53年にD社が独立発泡ポリエチレンシ

ートとウレタン塗膜防水材の複合工法を発売したこ

とにさかのぼります。

この独立発泡ポリエチレンシートは柔軟性があ

り，下地の亀裂に対する緩衝体として効果を発揮し

ました。また，裏面に六角形の溝が切ってあり，下

地水分が通気拡散されて膨れ防止の役割も果たしま

す。その後各社が同様の機能を持つ独自のシートを

開発し，現在では通気緩衝シートとウレタン塗膜防

水材の複合工法は代表的なウレタン塗膜防水工法と

なっています。

今回はウレタン塗膜防水材の欠陥発生のメカニズ

ムとこれらを解決した通気緩衝複合工法について解

説いたします。
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ウしタン防水技術解説シリーズ (2)

ョlョl1叩平mmョlコ1,.寸I..1

7.欠陥発生のメカニズム
(1)ウレタン塗膜防水材が硬化する過程で発生する下

地亀裂の挙動による破断

ウレタン塗膜防水材は主に2成分形であり，反応は

図1に示すように2段階の過程を経て進行します。と

ころが第一段階の反応で生成する中間体が脆いた

め、下地亀裂の挙動による影響を受けやすいことか

ら結合反応が進まないまま硬化し、さらに発生する

下地の挙動により破断に至ることになります（図2)。

（＿と剤） 1硬化剤） 初めはポリアミンと閥い中間体が生成する

NCO- NCO OHー・ー・ー・一・-OH

ポリイソシアネート ＋ ポリオール

NH2 -----------NH2 

→三-------
--------―↑ ↓ - - - - - - - -

ポリアミン

ポリオールと反応しゴム膏t1体となる
• ー・ 9 ------- • 一I 

→ -------・ 』 - - - ---＿」_

―. I ↓ - - - - - --‘ • I • 一

―_______ j ・ー・ー・_j_ 

図 1 2成分形ウレタン塗膜防水材の硬化反応過程 （概念図）

: 0 - - - - - -

i 
, -------

•, • 
敲i壌

． 
---------',  -------- ------→一ー' . -------_ 

！ 
硬化しても十分なゴム膏性が発現しない

（下地亀製の伸纏により破断しやすい）
→ -• . ------------r-

◄結合していない

→ -------＇・ -------上
i'◄ 

ー・上—→------—←—寸•一
' ◄ l ―------＿ 1 . - - • _j__ 

図2 硬化途中の下地亀裂の挙動による破断モード（概念図）

(2)ウレタン塗膜防水材が硬化した後に発生する下地

亀裂の挙動による破断

ウレタン塗膜防水材が硬化した後に下地の亀裂が

伸縮すると，ウレタン塗膜防水材に繰り返し伸縮疲

労がかかります。

ウレタン塗膜防水材はこれに耐えるように設計さ

れていますが，亀裂の伸縮幅と回数が増えるほど破

断しやすくなります（図3)。

ウレタン防水材の繰り返し伸縮疲労

~ ► 

ウレタン塗膜防水材

テ

／口 ゜0/／゚o亀裂の伸縮

ウレタン塗膜防水材

伸縮幅と回数が増えるほど疲労破断が発生しやすい

繰り返し伸縮疲労破断→

o ノ゚/

゜゚。o1こ ゜亀裂の伸縮

図3 硬化後の亀裂の伸縮による破断

(3)ウレタン塗膜防水材に膨れが発生し劣化が促進さ

れることで発生する欠陥

ウレタン塗膜防水材に膨れが発生する原因はいく

つかありますが，代表的なメカニズムとして次のよ

うなものが挙げられます。

①下地表面の水分

の影響によるプラ

イマーの浸透不足

②下地水分の影響

によるプライマー

の湿熱劣化

妙

③緻密な下地表面

に対するプライマ

ーの浸透不足

ウレタン防水材が下地から剥離

g熱
体積膨張

妙熱

膨れの発生

水蒸気圧

ウレタン塗膜防水材に膨れが発生すると熱と水蒸

気圧により伸縮の繰り返し疲労が発生し，破断に至

ります。

ウレタン塗膜防水材

A A A 

゜
o ° 
水蒸気圧

図4 膨れにかかる繰り返し疲労
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ウしタン防水技術解説シリーズ (2)

2.通気緩衝複合工法の緩衝効果と通気効果

について

通気緩衝複合工法に使用されるシートは，緩衝性

付与方法（材質）については 3タイプに，また，通気

性付与方法については2タイプに分類されます。

これらをまとめると表 1のようになります。

一例として連続溝タイプの通気緩衝複合工法の緩

衝効果と通気効果のメカニズムを図5に示しまし

た。

下地の亀裂に対しては通気緩衝シー トが破断し，

ウレタン塗膜防水材にはほとんど応力が伝わらない

ようになっています。また，下地からの水蒸気は通

気拡散効果により脱気装置から排出されます。

通久拡散効果

図5

0 0 
亀裂の伸縮

通気緩衝シート （連続溝タイプ）の効果

この効果が多くの実績によって証明されているこ

とから，通気緩衝複合防水工法は現在非常に防水機

能が優れたエ法として認知されています。

今後さらにいろいろな機能が付加された通気緩衝

複合防水工法が登場することも予測され，それらの

実用化に期待してペンを置くことに致します。

緩衝性付与方法

通気性付与方法

表 1

発泡シー ト

連続溝

通気緩衝シートの分類

不織布

翡布 不織布層内

ゴムまたは
改質アスファルトシート

連続溝 1 不織布
層内

四 改修設計の先駆的建築家が編纂した改修仕様書の決定版！

集合住宅改修工事実践仕様書 ． 同解説

ク

章

章

章

章

章

章

章

修

行

格

容

1

2

3

4

5

6

7

監

発

価

内

第

第

第

第

第

第

第

社団法人日本建築家協会

株式会社テツアドー出版

3,000円（本体）税別 (A4判， 176頁）

総則

仮設工事

コンクリート部等修繕工事

シーリング改修工事

外壁塗装改修工事

防水改修工事

鉄部改修工事

お問合わせ • お申込みは

株式会社テツアドー出版

〒165-0026 東京都中野区新井1-34-14
TEL03-3228-3401 FAX03-3228-3410 
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NUKNEWS 
峙代の変化を捉え防水の1流に ／ 

崩立30周年を盛大に祝う

当工業会の第16回定時総会な

らびに創立30周年記念パーティ

ーが， 5月20日午後4時から東

京・港区高輪の品川プリンスホ

テルで開催され，総会では低迷

する業界動向の中，出荷量ベー

スで前年比 101.8％と順調に推移

した昨年実績を受け，一層の飛

躍に向けて新年度事業計画等を

策定した。
会場風景

引続き開催された30周年記念

パーティーでは，列席の多数の

来賓及び招待者を前に，まず，

三浦会長が設立当初を振り返り

ながら「ウレタン防水材が世の中

に出始めた昭和43年に，その普

及と健全な発展に向けて原料メ

ーカー，材料メーカー，施工会

社の 3者が集い，翌年55社で日

本ウレタン防水協会が発足した。

その後順調に推移し，オイルシ

ョック時には一挙に市場を拡大

したが，その反面，建築に不明

なメーカーが主力を形成してい

たためクレームが頻発し，一時

はウレタン防水不信時代と呼ば

れたときもあった。その挽回に

努力した結果が緩衝シートとの

組合せなど材料，副資材，工法

の開発であり，これにより信頼

も回復，昭和53年には塗り床材，

祝辞を述べる来賓各氏。上段左から建設省 ・ 磯部氏呵通産省•本城氏，労慟省・荒井氏｀

下段左から千葉工大 ・ 小池氏，清水建設 • 松本氏，全防協 ・ 高山氏
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舗装材，シーリング材を含めウ

レタン建材全体の普及を目指し

て日本ウレタン建材協会に改称

した。その後，市場も順調に拡

大し，昭和59年に施工部門が分

離独立しメーカー単独の組織と

なったことから再度名称を変更

日本ウレタン建材工業会として

現在に至っている。昨年のウレ

タン建材の実績は前年比 101.8% 

と順調に推移，市場も 300億円

規模と見込まれ，特に主力の防

水材は業界不況にもかかわらず

バーティーで挨拶する三浦会長



前年比106.8％と大きく伸びてお

り，その将来性を象徴するかの

ように思われる。防水工法に占

めるシェアも主流のアスファル

ト防水熱工法の 2分の 1まで達

したと言われ，この30年間に大

きく成長してきた。今後の時代

の変化を予測すると，いずれは

防水の主流を形成する可能性が

高いと信じるところであり，時

代に適合する条件をクリアし技

術開発に研鑽すれば更に可能性

は高まると言え，皆様のご支援

をお願いする次第だ」と挨拶，来

場者から熱い拍手を浴びた。

続いて，来賓を代表して建設

省大臣官房官庁営繕部監督課 ・

磯部正課長補佐，通産省生活産

業局住宅産業窯業建材課 • 本城

薫課長，労働省職業能力開発局

技能振興課 ・荒井和夫課長，清

水建設技術研究所 ・松本洋一副

所長，全国防水工事業協会 ・高

山宏会長がそれぞれ祝辞を述べ，

丸山和雄副会長の発声で乾杯，

30周年を祝う歓談に花を咲かせ

乾杯の音頭をとる丸山副会長

中締めをする大西副会長

NUKNEWS 
る中，駆けつけた千葉工業大学

・小池迪夫教授からもウレタン

建材の今後に期待するメッセー

ジが送られ，大西徳太郎副会長

の中締めまで盛大な宴の場とな

った。

JIS A 6021改正作業終了

外壁用を統合し
「建築用塗膜防水材」
に名称変更

JIS A 6021（屋根用塗膜防水材）

の改正原案作成作業が今年 3月

に終了し，現在，工技院での答

申を終え最終審査の段階に入っ

ている。

改正原案作成作業は平成10年

に日本建材産業協会が日本規格

協会から受託， JIS改正原案作成

委員会（小池迪夫委員長，千葉工

業大学教授）のもと作業が進めら

れ，今年 3月末に終了し日本規

格協会に報告されている。最終

審査となるエ技院の審査会には

11月中旬に諮られる見込みで，

通過すれば年内にも改正告示の

運びとなる。

今回の改正に当っては，「標準

記され， JISの適用範囲が明確に

されている。そのほか，適用部

位による区分では「屋根用」と

「外壁用」の区分を設け，従来の

屋根用塗膜防水材と外壁用塗膜

防水材の位置付けが行われてい

る。また，塗り厚さにウエイト

が置かれる施工上の便宜を回っ

て硬化物比重の表示が規定され

るなどについて内容の見直しが

行われている。

品質確保促進法

早ければ
来年4月1H施行

防水を含めた住宅の基本構造

部分に対する 10年間の瑕疵担保

責任の義務づけや住宅性能評価

制度を盛り込んだ 「住宅の品質確

保の促進等に関する法律」が6月

の国会で成立，現在，来年4月

1日の施行に向けて実施 ・運用

に当たっての施行令や技術基準

の検討が進められている。

当初，建設省では10月初旬に

施行令の案を公表し，その反響

をみて年内に施行令として告示

する予定だったが，技術基準に

情報TRA 0001」との統合が要点 規定する性能値などについて慎

となっており，改正規格の名称 重な対応が必要なことから若干

も「JISA 6021建築用塗膜防水材」

と改められることから，新規制

定に準じて改正作業が行われた。

これに伴い規格内容の適用範囲

が従来の「屋根の防水工事」から

「屋根及び外壁などの防水工事」

と改められ，また，「JISA 6909 

建築用仕上塗材」を除くことが注
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スケジュールがずれ込み， l]月

下旬にはホームページ上などで

公表される見通しとなっている。

その後のスケジュールについて

は予定通りに年内に施行令を告

示，年明けには技術基準や施行

細則を告示または通達し， 4月

1日の施行を目指すとしている。
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ウレタン防水工法

サンシラール

超速硬化ウレタン吹き付けシステム

リムスプレー

弾性FRP防水システム

リマスター
誰もが職場や住まいに寛ぎと快適

性を求める。私たちの力量を発揮

するときが来たようだ。

全日本ウレタン工事業協同組合
本部 〒113-0034 ~京都文京区湯島3-39-10 （上野TH ヒル5階） TEL.03-3837-5844 FAX.03-3837-5845 

支部 北，毎道•関車•関西•中部・九州

http/ /biz nifty ne jp/zenu「el

http:/ /www.chuokai.o「jp/kumiai/zenure/
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ウレクン鵬詞プラン ド一覧

社名 プランド名 社名 プランド名

旭硝子（樹 サラセーヌ 中外商工（樹 アートフロアー

ウレクイック アートプルーフ

アトミクス（樹 アトレーヌ ディックプルーフィング（樹 ディックウレタン

フロアトップ プライアディック

ウォールライト

小松合成樹脂（樹 アクアコー ト コンポ

東洋ゴム工業（掬 ソフランシール

斎藤（樹 コスモフレックス ソフランフロア

ソフラン トップ

新東洋合成（樹 パネコー ト 日本特殊塗料（悧 プルーフロン

ダイナミックシー ト ユータック

大日本インキ化学工業（樹 ディックウレタン 東日本塗料（樹 フローン

プライアディック

パンデックス

ウォールライ ト 日立化成工材（樹 グランドシール

ハイスター

昧ダイフレックス DD防水工法

ネオフレックスエ法 日新工業（樹 セピロン

クイックスプレーエ法 カーダム

武田薬品工業（樹 タケネート 保土谷建材工業（株） パンレタン

タケラック HCエコプルーフ

HCスプレー

タケダユープレックス（樹 UP防水工法 HCパーク

UPクイックエ法

UPフロアーH工法 三井東圧建設資材（樹 サンシラール

リムスプレー

田島ルーフィング（樹 オルタック防水工法 マルチボード工法

オルタック断熱防水工法

オルタックサプライエ法 横浜ゴム（樹 ハマタイト

パークアップエ法 アーバンルーフ

（社名 ・50音順）
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1 第一工業製薬の』

広範囲の応用用途で

実績を誇るポリウレタン

土木・建築材料
●ポリウレタン主剤 R 

ポ•97L- ヽ9、，，ス パーズ
,；；水材．床材．目地材、壁、接着、足事4.，主梨の新 しい基材

●ポリウレタン硬化剤 R 

ポI'‘‘―ドす一 ．／リーズ
•ウレタン系止水材 R 

ポIJ，，七ラウl.....ノリース
•ウレタン系接着剤 ®

モ／9‘`‘’’ ンリーズ
技術と信頼のケミカル・パートナー

0弼ー工業製薬株式会社
本 社 〒600-8873 京都市下京区西七条東久保町55 ff075 -321 -l 5 5傭り
京都支社 〒600-8216 京都市下京区塩小路通烏丸西入ル（新京都センタービル7階） tt075-343-l 9 61 
東京支社 〒103-0027 東点都中央区H本橋3-12-1 （三木ピル） ff03-3274-6 0 5 8 
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建物の寿命を延ばし大切な財産をお守りします
防水工事・外壁防水塗装工事

塗膜防水工事
●ポリウレタン系

●アクリルゴム系

●F.R.P系

アスファルト防水工事
●熱工法
●常温工法

●シート防水工事
●改質アスファルトシート

（トーチ工法）

●エポキシ樹脂接着工事

●エポキシ樹脂耐酸

住宅・都市整備公団
東京都住宅供給公社｝オ旨定・協力工事店

清起工業株式会社
本 社〒196-0034 東京都昭島市玉川町5-15-17 fl042-546-5311的
千葉支店 〒276-0023八千代市勝田台2_16-9 合0474-82-7756
埼玉支店 〒338-0000与野市上隆4-2-9 合048-858-0598
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◆統計資料◆

ポリウレタン主要製品の出荷量推移
（単位 ：ト ン）

五 次 平成元年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年 10年

建築土木材料 63,496 71,670 71,653 72,525 67,890 66,804 66,105 67,047 64,713 65,899 

内 ｛防水材料 29,225 33,562 32,338 33,963 31,109 32,996 33,811 35,898 35,093 37,490 

訳その他 34,244 38,108 39,315 38,589 36,781 33,808 32,294 31.149 29,620 28,409 

塗 料 102,745 107,307 107,800 110,500 106,600 121,100 123,900 128,900 134,700 124,300 

硬質フォーム 81,692 84,381 82,191 82,845 77,378 81,796 91,416 99,788 98,807 90,742 

軟質フォーム 201,411 215,186 211,582 197,015 177,527 172,086 163,819 165,079 175,801 165,420 

註 （l)上記は製品重駄である。

(2)建築土木用のその他は，床材，弾性舗装材，シーリング材などである。

ウレタン建築土木材料出荷量 （トン）
0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 60,000 70,000 80,000 

昭和54年

55年

56年

57年

58年

59年

60年

61年

62年

63年

平成元年

2年

3年

4年

5年

6年

7年

8年

9年

10年

I 

104,879 23,900 • 直 I 140,424 、42,226
I ヽ

90,307 24,400,, 131,415 4ヽ5,595 | 
← 

． 

｀ 

． 
80,307 22,50~ ! 122,445 ¥ 46,722 I 

｀ 

ヽ ウレタン（建築土木材81,384 23,oopヽ 114,258 '-,.48,364 

． ・L ヽ 出荷量

?1, 526 25,700ヽ 117,755 | 52,753 

＇ 70,970 125700 i 125,168 I 2,900 ． 
70,503 126,400 ~ 129,060 | 5,300 

ヽ
ワ3,679 I 27,900; 134,003 I s7,3oo 

防水材料出宿
・’ 85,081 26,~60 ! 152,146 ¥58,500 

｀ 

ヽ
82,725 27,680ヽ 173,062 ¥.60,420 I ,. ． ヽ
85,095 ~9,225 '· 184,118 6ヽ3,496 I ．ヽ ヽ
85,397 I 33,562‘・ 198,024 、• 71,6 0 

＇ 77,508 I 32,3381 174,751 I 71,653 ． “ 
82,059 | 33,963 f 164,542 l72,525 

9̂ 
86,?48 I 31,109《 143,906 7,890 

トー ヽ
91,450 I 32,996 •• 146,616 I 66,804 

トー ． 
84,116 | 33,811 I 143,978 I I 66, 10s 

←― 

｀ 
98,146 | 35,898i 161,66ワ 》6才，047

ド ． 
ワ8,035 | 35,093 ( 149,982 I I 64,713 

ト ヽ
69435 | 37 490・ 126 597 | 65,889 

料）

量

゜
50,000 100,000 150,000 200,000 

建築着工総床面積

I I木造 I I非木造
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■日本ウレタン建材工業会 役員名簿
会長 三浦慶政 〈（松ダイフレ ックス〉

副会長 丸山和雄 〈保土谷建材工業（株）〉

副会長 大西徳太郎 〈三井東圧建設資材（株）〉

■理事旭 硝 子 （松林田昭司

アトミクス （株） 小林和幸

斎藤（松塗料事業邪真柄文男

新東洋合成 （掬月城則男

昧ダイフレックス三浦慶政

武田薬品工業 （木約甲斐洋一

大日本インキ化学工業（松 恒川保治

田島）レーフィング（オ約 猪野瀬正岨

タケダユープレックス（松 壼藤泰彰

中外商工 （松末永公8月

ディ ックプルーフィング（松 吉村 進

東洋ゴム工業 （t約日置修二

■日本ウレタン建材工業会の概要
設立 昭和44年10月

■理 事日本特殊塗料 （オ刹柴田 學
日 新工 業 （本的大河内徳夫

東日本塗料 （掬西成四郎

日立化成工材 （オ対有賀 隆

保土谷建材工業（株） 丸山和雄

三井化学 （オ約吉田浩二

三井東圧建設資材（掬大西徳太郎

横浜ゴム （株） 佐藤立丞

■監 事小松合成樹脂 （松吉川幸太郎
第一工業製薬 （松圏山一秋

■事務局長 吉田研一

目 的 防水材等ウレタン建材関連事業の振興ならびに会邑の親睦融和を図る。

主事業 市場調査ならびに需要開発に関する事項，技術情報の交換および研究開発に関する

事項諸機関ならびに関係団体その他との連絡協議。

日本ウレタン建材工業会 委員会構成

技術委員会

広報委員会

原料委員会

（統計委員会）

委員長

副委員長

委員

委員長

副委貝長

委貝

委呈長

副委昌長

委貝

三井東圧建設資材 （株）（鈴木博）

（松ダイフレックス （伊藤昭好）

大日本インキ化学工業（松

ディックプルーフィング（本的

保土谷建材工業 （松

田島）レーフィング (t約

（松ダイフレックス （黒沢日出男）

三井東圧建設資材 （松 （野沢正志）

旭硝子 （松

保土谷建材工業 （株）

新東洋合成 （掬

第一工業製薬 （松 （森田勇）

大日本インキ化学工業（松 （味元良器）

武田薬品工業 （松

旭硝子 （株）

統計委員 （オ約ダイフレックス
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旭硝子 （松

中外~商工（株）

東洋 ゴ ム工業 （松

第一工業製薬 （株）

アトミクス （株）

第一工業製薬（株）

ディックプルーフィング（株）

―井化学 （木約

保土谷建材工業 (t約

日本特殊塗料 （木菊



会員名簿

正会昌

旭 硝 子 （松 100-8405 東京都千代田区有楽町1-12-1新有楽町ビル

ア ト ミ ク ス （松 346-0101 埼玉県南埼玉祀邑蒲町昭和沼6久喜邑蒲工業団地

小松合成樹指（松 342-0042 埼玉県吉川市中野338

斎藤（松塗料事業部 2ワ2-023'7 千葉県野田市中里工業団地

新東洋合成（松 550-0004 大阪市西区靭本町2-9-11 岡崎橋ビル

卸ダイフレックス 150-0001 東京都渋谷区神宮前1-1-6

武田薬品工業（松 103-002'7 東京都中央区日本橋2-13-10日本橋サンライズ

第一工業製薬（松 103-002'7 東京都中央区日本橋3-12-1三木ビル

大日本インキ化学工業（株） 101-0021 東京都千代田区外神田6-1-8第3DICビ）レ

田島）レーフィング（株） 101-85'79 東京恕千代田区岩本町3-11-13

タケダユープレックス（松 108-0023 東京都港区芝浦2-15-16田町KSビル5F

中 外 商 工 （松 110-0015 東京毬台東区東上野3-22-1

ディックプ）レーフィング（松 150-0001 東京毬渋谷区神宮前1-1-5DPCビル

東洋ゴム工業（松 564-0044 大阪府吹田市南金田2-1-10

日本特殊塗料（松 114-0002 東京都北区王子5-16-'7

日 新 工 業 （松 103-0005 東京都中央区日本橋久松町9-2日新中央ビル

東日本塗料（掬 124-0006 東京都葛飾区堀切3-25-18

日立化成工材（松 31'7-0051 茨城県日立市滑J|1本町5-12-15

保土谷建材工業（掬 210-8588 川崎市幸区堀川町66-2興和川崎西ロビ）レ

― 井 化 学 （株） 100-60'70 東京毬千代田区霞ヶ関3-2-5霞が関ビル
三井東圧建設資材（松 113-0034 東京都文京区湯島3-39-10上野THビルワF

横 浜 ゴ ム (~t) 254-00'71 神奈川県平塚市中原上宿900

賛助会員

平成II年10月現在

03-3218-5850 

0480-85-8111 

0489-83-3883 

0471-29-4331 

06-6446-6121 

03-34 70-8121 

03-3278-2776 

03-3274-6058 

03-5818-1841 

03-5821-7721 

03-5440-7031 

03-3834-6246 

03-3746-2611 

06-6330-1211 

03-3913-6153 

03-5644-7220 

03-3693-0851 

0294-22-1313 

044-549-6670 

03-3592-4390 

03-3837-5820 

0463-31-3119 

イハラケミカ）レ工業(t約 110-0008 東京都台東区池之端1-4-26 03-3822-5252 

活材ケミカル（m 105-0001 東京都港区虎ノ門3-8-21No.33森ビル 03-3436-64 71 

和歌山精化工業（掬 641-000ワ和歌山市小雑賀1-1-82 0734-23-324ワ

東 洋 紡 績 （松 103-8530 東京都中央区日本橋小網町17-9 03-3660-4858 

日 東 紡 績 卸 103-0007 東京都中央区日本橋浜町1-2-1 日本橋セントラルビル2F 03-3865-6704 

（株）ローダス商会 140-0013 東京都品川区南大井6-25-10大森ハイツ212 03-3298-6571 
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ウレタン施工のエキスバートが揃いました

SUオネ—に工鑑會
I 屋上，外壁防水・塗り床，体育館床・全天候カラー舗装 I 
事務局 〒212-8588神奈川県川崎市幸区堀川町66-2 保土谷建材工業（樹内 合 (044)549-6670（代） FAX(044)549-6677 
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〒 003-0821北海追札幌市l,―1右区菊水元町 1条 1- 4 -34 
〒062-0934北海追札蜆市炒平lぶ P:/社 4条 17- 3 -4  
〒063-0003北海迅札幌市西区山 の 7"3条 4- L - 15-3 
〒065-0021北海追札蝙IT束区北21条束22- 2 
〒062-0023北海追札幌市翌：平区）-1寒四 3条 7- 2- 7
〒035-0094,.,森媒むつ市桜木町15- 9 
〒020-0013岩手屎盛岡市愛宕町 9-10 
〒020-081Iむ手県盛岡市川「l町23- 5 
〒983-0836宮城県仙台市宮城野区中町 3- 11- 10
〒 984-0838宮城媒仙台市行林区上飯田 J- 11-20 
〒982-0823宮城眼仙台市太l―LII文凡1和町30- 13
〒963-0IO I福晶県郡山市安絞町口出111字大洲河原23
〒963-0205船邸県郡UIIIIJ址 L-127 
〒 3200001栃木県宇FFLL'図 1-.-横 Il_1町 2-4 -26 

〒 370-0035群馬媒邸崎市柴崎町1602- 2 
〒 316-0013茨城県日ゞr-＇ITF石町 3- 8 -10 
〒 310-0063茨城県水戸巾応I「f町 3- 1 -54 
〒 305-0035茨城叫つくぱ巾松代4-5-19

〒 305-0022茨城媒つくぱIT大字吉瀬1365
〒 315-0001茨城県右lli'il,lI大字石岡4541- 5 
〒 277-0835千葉県柏巾松ヶ崎418-1 
〒 271-0051千葉県松）りIT).r,稿 1985
〒 271-0092千菜県松）了，h松） 02303-18 
〒 275-0016千葉眼習志虹Ii津 III沼 7-12-20 
〒 273-0865千菜県船橋9l「以兄 2-18-17 
〒 292-0838千菜県木史加lI潮浜 2- 1- 3
〒 362-0016埼下県J::/む liJj；ぼ新町 6-44 
〒364-0023埼下郎北本巾大平下石戸 F451-90 
〒347-0044埼丘郎）JIl須'i市礼羽528-20
〒 135-0034束）江柑Itr．束区永代 1-14-26,¥'I澤ピ）レ

〒 112-0005束京部文以区水追 l-11-9ハイネス小石）11213弓・
〒 161-0032束点部新f臼区中落合 2-11- 3
〒 170-0005火京部並，1；!J区南大塚 3-30- 14 
〒 165-0031束京部中野区上戌宮 3- 3 -20 
〒 164-001I束i l -5l - 6 

〒 167-0021束点部杉M I5-6 l二 J~ 屯ニューパールハイツ
〒 167-0033束瓜部杉並区泊水 3-23-3 
〒 108-0073束京部氾区三 [Ell - 2 -20 
〒 106-0047束京都沿区南麻布 2-13-19
〒 141-0032束京部品川 区大崎 L- 3 -24 
〒 196-0025束京部昭邸l環 l11町 3-12- 7 
〒 190-0012束京部立川市叩町 3-16-20 
〒 182-0012束京都調布市深人、＇戌町 2- 4 - 6 
〒 214-0012神奈川県）Ilり IT多摩区中野ぬ 3-27- 1 1 
〒231-0022神奈川媒川崎叩'r.11,区千年893
〒 244-0004神奈川県横浜巾戸塚区小宙町2058
〒231-0801神 奈 川県横浜9li中区新山下 2- 11-23 
〒400-0857山梨県甲屈 Ii，;!1111T26-12
〒 400-0043山梨限甲府市lo<I/、t3 -12-25 
〒410-0001静岡県沼t1’'Ii足，¥°li287- 16 
〒950-0863新泊郎新紅IT卸新町 3-16-19
〒940-0854新 1潟県長岡市中沢町168- I 
〒380-0913長野県長野市川合新田字村西956- I 
〒420-0804静岡媒静岡，I噴研 3-7-2 
〒420-0871 静岡県静岡市11HII•f J - 8 -35 
〒433-8124静岡県浜松市泉 4-16-29 
〒 466-0046愛知県名古）1が1了昭和区広見町 6-67 
〒497-0013愛知県海部/Illピ iこ町大字川部字行 l止1133- 2 
〒463-0035愛知県名占hもIT守山区森孝 2-948 
〒 468-00I 5愛知媒名占恥I了天白区原t-2105
〒 543-0043大阪府大阪lI天王寺区勝山 1- 2- 3
〒 530-0012大阪府大阪Ii北区芝Fl-11-IS- 7 
〒532-0012大阪府大阪1I淀）1|区木JII束 4- 9- 2
〒661-0031兵庫眼尼崎IIT武庫之荘 3-17- 11
〒652-0812兵庫限神戸巾兵庫区淡町2- 3- 9熙丙ビル
〒731-0101広，切県広邸1了安佐南区八木 9-21 - 8 
〒 759-1513山「l臥阿武lり1阿束町大字徳佐ド909- l 
〒746-0013,1.111眼新南l罪 I了栢1川町4-13 
〒 852-8013長崎眼長崎市 梁 川町4-4
〒853-0007長崎媒船江巾福江町1113- 2 
〒 870-0901大分即大分9II四新地 I- 9 -28 
〒 86卜2101熊本郎熊本巾沼1l1fl<3- 4-ll
〒 900-001(3__PI9細郎）JII1/;ih|I前島 2-16-11 
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(0 I 1)873-4 151 
(OJ 1)831-4065 
(0 I I) 642-6336 
(O 11) 784-2331 
(OJ 1)855-2621 
(0175)29-1310 
(019) 623-54 65 
(O I 9)624-4390 
(022) 297-2185 
(022) 286-3737 

(022) 229-2887 
(0249) 43-3318 
(0249) 51-8248 
(028) 625-0 •1 I 7 
(0273) 52-880 I 
(0294)33-3178 

(029)221-4618 
(0298) 5 I -64 4 5 

(0298) 57-8047 
(0299) 23-4581 

(04 71) 33-6868 
(047)343 6277 
(047)331-7890 
(04 7 4) 52-8766 
(0474)25-4867 
(0438)36-9706 
(048)775-I 389 
(0485)93-4943 
(0480)61-3697 
(03) 3643-610 I 
(03) 5689-58 I I 
(03) 3954-261 I 
(03) 3988-8145 

(03) 3970-8606 
(03) 3362-932 I 
(03) 3395-854 7 
(03) 3395-6002 
(03)3455-1455 
(03) 3456-5061 
(03)3490-2353 
(0425) 4 3-3306 
(0425)24-8121 
(0424)88-1654 
(044) 933-1593 
(044)777-0386 
(045) 853-3616 
(045) 621-8917 
(0552)35-3551 
(0552) 28-1300 
(0559) 23-4 72 I 
(025) 270-2500 
(0258) 34-3322 
(026) 221 -0232 
(054)247-7761 
(054) 273-9121 
(053) 472-6955 
(052)852-7221 
(052) 445-2282 
(052)771-7826 

(052)804-645 I 
(06) 6773-2651 
(06) 6372-2179 
(06) 6305-687 I 
(06)6431-8429 
(078) 577-I 956 
(082) 873-4 283 
(08395) 6-0324 
(0834) 63-0272 
(0958) 64-1220 
(0959) 72-7865 
(0975) 5 1-6686 
(096) 369-0382 

(098) 86 1-4679 
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口□璽第23号を例年より 1ヶ月早くお届けします。

本号は，当工業会創立30周年記念号となりましたので業界の指導的立場で活蹂されている諸先生にウレタン防

水への思いをご寄稿いただきました。

貴重なご意見をありがとうございます。

メンブレン防水の一翼を担うまでに成長してきたウレタン防水材—という観点からグラビア写真では，新築施

工例を中心に紹介致しました。

時代は変わる！流れは藩実に変わりつつあります。

最後に、本誌の企画編集にご協力いただきました皆様に心から感謝申し上げます。

（広報委員長黒澤日出男）
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9ゞ 如しク↓防水工事業協同組合員
●建設省愛計振発第154号認可

組合員名

東部
大和工業（船苫小牧血

日新建エ （樹札幌 図
大和防水工業 （株）
中央建材工業（船札幌幽

日新建エ （紺東北田

中央建材工業（粕仙台曲）
桑原建材 （株
宮士建興 （株）

中央建材工業（掬東京伎）
富士工材 （掬
北條渥 青 工業 （籾

井上濃青工業 （採

三星産業 （船
大和工業 （船

日新建エ （株）
卸 工業技術研究所
（株） テンダー

カワナベ工業 （船

（有） ウエノ工業
中央建材工業（船新潟四

中部
（株） 五十鈴

中央建材工業誅松本四
（株）折橋政次郎商店

協同建材 （船
松本工業 （株）

マ ッ コウ建設 （粕
三星産業（掬名古屋（営）

重 喜 防水工業 （船
辰巳防水工業 （有）
中央建材工業 （桜菊
東海物産 （株）

（株） リノテ ッ ク

東京廷材工業 （株）

債） 明光建材

日 漬 建エ （船
吉田防水店
太田建材 （株）

北川漑 青 工業 （株約

西部
中央嫌材工業（船大阪（営）

ハイドロテ ッ ク （荀
三 星産業 （船大阪 （営）

松美化建工業 （粉
棚田建材 （約
久下商店

大芝建材卸
和光工業 （船

和光工業卸烏取 （営）

中央建材工業（船広島曲）
（株） 三洋技廷
（株） 山本商会

大三工業 （株）
徳島大三工業 （株）

（株） さかぐち
（株） 工材社

日建工材 （株）
アオケン （株）

三星産業卸福岡 （営）
（株） ダイニ

侶北原建材商会
諒沖縄装美工業

（組合設立昭和46年）

所 在 地

苫小牧市音羽町2丁目 12-11
札幌市西区発寒十五条4丁目 1-15

札幌市中央区大通り西16丁目 3 （池）IIビル）

札幌市中央区南一条西7丁目 12 （北日本大通ピル）
仙台市青葉区昭和町4-9 （カーサ北仙台）
仙台市青葉区高松2丁目 11-15

東京都文京区後楽2丁目 10-3
東京都新宿区大久保3丁目 13-1

東京都大田区西蒲田8丁目 9-10
東京都江東区住吉1丁目 11-5

東京都江東区永代 1丁目 6-2
東京都品川区東五反田 1丁目 8-1

東京都千代田区神田小川町3丁目 28
東京都墨田区墨田2丁目 28-17

東京都足立区千住東2丁目 21-18
東京都文京区本郷2丁目 12-6

横浜市西区浅間町15-6
高崎市矢中町319-6

流山市美田653-59
新潟市米山5丁目 1-25 （小林ビル）

伊那市西春近5836-1

松本市野溝木工 1丁目 6-58
高岡市二番町76

浜松市若林町2582
富士市吉原 1T目11-8
静岡市登呂5丁目 21-48

名古屋市東区泉2丁自 29-19

名古屋市北区大野町4丁目 12
名古屋市西区砂原町207
名古屋市千種区高見 1丁目 6-1

名古屋市千種区若水3丁目 20-23
名古屋市千種区新西2丁目 3-6

名古屋市中川区島井町1204-2
名古屋市西区城西5丁目 23-2

春日井市大手田酉町1丁目 3-9
恵那市口大井町上茶屋543-1
四日市市追分1丁目 8-16

金沢市千日町8-30

大阪市西区江戸堀 1丁目 8-15 （ニューエドパシビル）

大阪市西区江戸堀 1丁目 8-15 （ニューエドパシビル）
大阪市西区京町堀1丁目 11-1 （サンデックオフコム）

茨木市高田町25-11
神戸市灘区友田町3丁目 2-1
京都市右京区西院春栄町23

和歌山県東牟霙郡古座町西向842
松江市八幡町340-4

鳥取市徳尾52-4

広島市西区中広町1丁目 4-16 （安藤ビル）
大竹市立戸4丁目 1-47
松山市三番町7丁目 8-1

高松市本町1丁目 17
徳島市北矢三町1丁目 2-61

1窓島県板野郡藍住町乙瀬字中田54-6
北九州市門司区大里東口3-10
福岡市城南区片江4丁目 8-8

福岡市博多区上牟田 1丁目 18-23

福岡市中央区天神4丁目 1-18 （サンビル）
宮崎市大字小松字竹ノ内968
鹿児島市下伊敷3丁目 12-28

那覇市首里石嶺町4丁目 164-3

電話

0144(34)3358 

011(663)1525 

011(641)1717 

011 (271) 3961 

022(273)1921 

022(273)5724 

03(3811)0448 

03(3200)1429 

03(3730)1281 

03(3634)0161 

03(3643)3963 

03(3447)3241 

03(3292)1961 

03(3618)9761 

03(3870)6231 

03(3811)4421 

045(319)1991 

027(352)9190 

0471 (53)6158 

025(245)1705 

0265(78)4331 

0263(25)0351 

0766(22)0999 

0534(54)5461 

0545(52)3030 

0542(37)2448 

052(931)3390 

052(991)0111 

052(501)1401 

052(761)6181 

052(722)1311 

052(774)6621 

052(431)0005 

052(524)1411 

0568(83)3196 

0573(25)3297 

0593(45)0531 

0762(41) 1131 

06(6443)6665 

06(6443)6765 

06(6443)9721 

0726(26)6111 

078(841)3551 

075(311)2044 

07357(2)1111 

0852(37)1321 

0857(27)6507 

082(291)3780 

08275(2)5155 

0899(31)6261 

0878(51)6811 

0886(31)4161 

0886(92)4729 

093(371)1468 

092(801)7822 

092(411)6511 

092(781)3361 

0985(47)6155 

0992(29)5155 

0988(87)3847 

9t土Lう土防水工事業協同組合
事務局 〒212-8588 川崎市幸区堀川町66-2興和川崎西ロヒル11階 TEL 044-549-6675 

FAX044-549-6677 
大阪 06-6203-4651 

保土谷建材工業株式会社内
本社 044-549-6670 福岡 092-751-3506 
札幌 011-231-7618 名古屋 052-231-7225 仙台 022-296-2601 
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“↓LうC はヽ
輻広い用途に展開します。

新築から改修まで屋J:防水、
ベランダ、開放廊下も……
パンレタンは、幅広い用途に適しています。屋上防

水はもとより、ベランダ、庇、間放廊下、 室内防水ま

てニーズに応えたエ法がそろってい ます。 またそれぞ

れの用途において新築だけてなく、改修用途ての術要

はユーザーの皆様方に大きなメリッ トを提供し ます。

P（建設省愛計振発第 154号認可）
“↓Lヌ’↓防7江事業協同組合
〒212-0913 川崎市幸区堀川町66-2興和川崎西ロピル11階

（保土谷建材工業（松内）

TEL044(549)6675 

① 保土谷建材工業株式会社
●本 社 〒212-0913 川崎市幸区堀川町66-2

興和川崎西ロビル11階 TEL044(549)6670(代）

●大阪営業所合06(6203)4651 ●名古屋営業 所合052(231)7225
●札幌出張所合011(231)7618 ●新南陽出張所fl0834(63)2584
●福岡営業所合092(751)3506 ●仙台出張所合022(296) 2601 



超速硬化ウレタン機械化コントロール施エシステム

ダイフレックスクイックスプレーエ法は、

防水の可能性を又一歩進めました。

■用途 ：鋼板屋根
特殊形状屋根

脱気絶縁防水

開放廊下

一般床

競技場観客席

その他

d
 
DYFLEX 

株式会社ヲィフじ’クス
本社 〒150-0001束京都渋谷区神宮前1-1-6TEL03(3470)8121（代表） FAX.03(3470)8155

http://www.dyflex.co.jp 




